
あ
の
日
、
浦
戸
の
島
々
は
〝
自
然
の
防
波
堤
〟
と
な
っ
た

海
に
生
業
を
求
め
る
浦
戸
地
区
は
、

“
み
な
と
ま
ち
塩
竈
の
原
点
”

　

桂
島
、
野
々
島
、
寒
風
沢
島
、
朴
島
の
４
つ
の
有
人
島
と
２
０
０

を
超
え
る
無
人
島
か
ら
な
る
浦
戸
諸
島
。
縄
文
時
代
の
人
々
の
生
活

の
痕
跡
で
あ
る
貝
塚
が
舟
入
島
や
桂
島
で
発
見
さ
れ
、
古
く
か
ら
豊

か
な
海
の
幸
に
恵
ま
れ
た
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
を
今
に
伝
え
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
、
高
さ
８
・
5
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
島
々
を
襲

い
ま
し
た
。
寒
風
沢
島
で
は
4
名
（
島
内
で
被
災
し
亡
く
な
っ
た
方

は
3
名
）
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
、
す
べ
て
の
有
人
島
で
住
宅
や
港
湾

施
設
、
漁
業
施
設
、
漁
船
、
養
殖
施
設
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

中
で
も
浅
海
養
殖
漁
業
者
に
と
っ
て
は
、
前
年
の
チ
リ
地
震
津
波
と

２
年
連
続
し
て
の
被
害
で
し
た
。

　

人
々
が
海
に
生
業
を
求
め
、
港
や
漁
業
に
お
け
る
繁
栄
の
歴
史
を

残
し
て
来
た
浦
戸
地
区
は
、
い
わ
ば
“
み
な
と
ま
ち
塩
竈
の
原
点
”。

津
波
被
害
か
ら
の
復
旧
復
興
は
、
塩
竈
の
未
来
を
築
く
た
め
に
欠
か

せ
な
い
事
業
で
あ
り
、
歴
史
の
新
た
な
１
ペ
ー
ジ
で
も
あ
る
の
で
す
。

「
…
平
安
朝
の
、
貞
観
十
一
年
夏
五
月
二
十
六
日
（
或
は
七
月
十
三
日
と
も
云
う
）

大
地
震
大
海
嘯
あ
つ
て
松
島
灣
一
帯
の
地
に
大
地
変
を
生
じ
、
此
時
現
在
に
現
る

松
島
の
大
景
勝
が
出
來
た
と
い
は
れ
て
居
る
。

其
の
以
前
は
多
賀
の
鹽
竈
よ
り
桃
生
郡
大
塚
濱
ま
で
沿
岸
傳
へ
に
公
け
の
驛
路
が

あ
つ
て
、
多
賀
國
府
と
桃
生
の
柵
を
結
ぶ
官
道
で
あ
つ
た
と
い
ふ
…
」

古
書
が
伝
え
る
貞
観
地
震
・
津
波
と
浦
戸
の
歴
史
。

平
成
23
年
３
月
11
日
。

あ
の
日
、〝
自
然
の
防
波
堤
〟
と
な
り
、
津
波
か
ら
本
土
地
区
を
守
っ
た
島
々
。

島
々
に
暮
ら
す
人
々
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

桂島

朴島
寒風沢島

野々島

石浜

浦戸 4 島

面積 周囲 標高

桂島（桂島 / 石浜） 0.76k㎡ 6.8km 61m

野々島 0.56k㎡ 8.9km 23m

寒風沢 1.45k㎡ 13.5km 36m

朴島 0.15k㎡ 2.2km 22m
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時
代
の
記
憶
・
記
録　

災
害
を
乗
り
越
え
て

た
く
ま
し
く
築
い
た
繁
栄
の
時
代
。

災
害
を
乗
り
越
え
て

　

浦
戸
諸
島
の
歴
史
は
古
く
、
縄
文
時
代
か
ら
人
々
が
生
活
し
て
い

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
島
の
多
く
の
場
所
か
ら
貝
塚
が
発

見
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
土
器
な
ど
が
出
土
し
、
当
時
か
ら
海
の
幸
に

恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

そ
の
後
も
、
鎌
倉
時
代
は
朴
島
や
野
々
島
、
江
戸
時
代
は
幕
府
の

御
城
米
や
仙
台
藩
の
江
戸
廻
米
の
港
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
寒
風
沢
島
、

幕
末
か
ら
明
治
時
代
は
榎
本
艦
隊
が
投
錨
、
ラ
ッ
コ
船
に
よ
っ
て
繁

栄
し
た
白
石
廣
造
氏
の
邸
宅
跡
が
あ
る
桂
島
の
石
浜
と
、
島
ご
と
に

時
代
が
異
な
る
史
跡
や
伝
説
、
昔
話
が
残
り
ま
す
。

　

そ
の
歴
史
、
今
に
残
る
文
化
財
の
数
々
は
、
人
々
が
災
害
を
乗
り

越
え
、
た
く
ま
し
く
こ
の
地
に
生
き
、
繁
栄
を
築
き
上
げ
て
き
た
こ

と
の
証
な
の
で
す
。

震
災
に
よ
る
浦
戸
地
区
の
文
化
財
の
被
害

　
（「
文
化
の
港　

シ
オ
ー
モ
」文
化
財
の
被
災
状
況
よ
り
転
載
）

◎
寒
風
沢
造
艦
の
碑
…
土
台
か
ら
外
れ
て
後
方
に
転
倒
。

◎
十
二
支
方
角
石
…
転
倒
。

◎
し
ば
り
地
蔵
…
転
倒
。

◎
化
粧
地
蔵
…
倒
れ
て
は
い
な
い
が
台
座
と
の
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
。

◎
神
明
社（
寒
風
沢
）
…
装
飾
部
分
一
部
転
落
。
燈
籠
は
倒
壊
。

◎
寒
風
沢
砲
台
跡
の
小
祠
群
…
転
倒
。

◎ 

白
石
廣
造
邸
宅
跡
…
外
観
に
は
あ
ま
り
影
響
が
な
い
が
、
崩
落
部
分

な
ど
が
目
立
つ
た
め
に
補
修
な
ど
に
よ
り
安
全
管
理
に
配
慮
が
必
要
。

◎
六
地
蔵（
寒
風
沢
）
…
屋
根
石
が
後
方
に
転
落
。
石
の
配
置
に
ず
れ
。

◎
延
命
地
蔵
菩
薩
…
前
方
へ
転
倒
。

◎
チ
リ
地
震
津
波
記
念
碑
…
転
倒
。

貞
観
、
永
禄
、
昭
和
、
そ
し
て
平
成
。

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
何
度
も
津
波
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
人
々
は
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
歩
み
を
続
け
、

こ
の
地
に
繁
栄
を
築
き
上
げ
て
き
た
の
で
し
た
。

寒風沢神明社

被害状況・寒風沢神明社

十二支方角石

被害状況
十二支方角石

弘安十年銘供養碑（孝子の碑）

しばり地蔵

寒風沢造艦の碑

白石廣造邸跡

被害状況・百万遍供養碑

被害状況・寒風沢砲台跡の小祠群

野々島のボラ

百万遍供養碑

化粧地蔵

六地蔵

被害状況・しばり地蔵

被害状況・寒風沢造艦の碑

縄
文	

前
期	

塩
竈
市
浦
戸
船
入
貝
塚 

縄
文	

中
期	

塩
竈
市
浦
戸
桂
島
貝
塚 

縄
文	

後
晩
期	

浦
戸
諸
島
三
十
数
カ
所
貝
塚 

　

八
六
九（
貞
観
11
）年 	

陸
奥
に
大
地
震
あ
り（
貞
観
の
三
陸
沖
地
震
津
波
） 

一
二
二
一（
承
久
3
）年 	

承
久
の
乱　

内
海
長
者
野
々
島
に
逃
避
住
し
た
り
と
い
う 

一
二
八
七（
弘
安
10
）年 	

浦
戸
朴
島
に
弘
安
十
年
銘
供
養
碑（
孝
子
の
碑
）建
つ 

一
五
五
九（
永
禄
2
）年	 

浦
戸
寒
風
沢
村
を
鹿
倉
村
と
称
し
、大
津
波
あ
り
七
十

余
戸
流
出

一
六
三
二（
寛
永
9
）年	

仙
台
藩
の
廻
米
は
じ
ま
る
、寒
風
沢
港
開
港

一
七
九
三（
寛
政
5
）年 	

若
宮
丸
漂
流
ロ
シ
ア
領
に
漂
着（
文
化
2
年
1
8
0
6
年
）

	

世
界
一
周
し
て
津
太
夫
・
左
平
ほ
か
帰
国 

一
八
五
七（
安
政
4
）年 	 

仙
台
藩
軍
艦
開
成
丸
寒
風
沢
に
お
い
て
進
水
、各
藩
の

大
名
参
列
す 

一
八
六
七（
慶
応
3
）年	 

仙
台
藩
寒
風
沢
日
和
山
南
端
・
船
入
島
・
石
浜
崎
に
砲
台

を
据
え
海
岸
防
備
に
当
る 

一
八
六
八（
慶
応
4
）年 	 

榎
本
艦
隊
、投
錨  

	
 

奥
羽
鎮
撫
総
督
九
条
道
孝
率
い
る
薩
長
筑
藩
兵
寒
風
沢

に
上
陸  

一
八
六
九（
明
治
2
）年 	

政
府
海
軍
甲
鉄
艦
外
8
隻
寒
風
沢
港
に
入
港
、翌
日
出
航

一
八
七
二（
明
治
5
）年 	

埼
玉
県
の
人
白
石
廣
造
、石
浜
に
廻
漕
店
を
開
く 

一
八
八
六（
明
治
19
）年 	「
松
島
湾
五
ヶ
村
漁
業
組
合
」設
立 

一
八
八
九（
明
治
22
）年 	 

寒
風
沢
・
野
々
島
村
・
石
浜
村
・
桂
島
村
は
塩
竈
村
よ
り

分
離
、浦
戸
村
と
し
て
独
立 

一
八
九
六（
明
治
29
）年  

明
治
三
陸
地
震（
6
月
15
日
）

 

白
石
廣
造
ラ
ッ
コ
猟
を
始
む 

一
九
〇
〇（
明
治
33
）年  

宮
城
県
北
部
地
震

一
九
〇
六（
明
治
39
）年 	

桂
島
、寒
風
沢
に
鮪
旧
式
旋
網
漁
業
を
始
む 

一
九
二
一（
大
正
10
）年 	

野
々
島
、桂
島
に
底
曳
船
漁
業
開
始

一
九
三
三（
昭
和
８
）年  

三
陸
地
震（
3
月
3
日
） 

一
九
四
四（
昭
和
19
）年 	 

個
人
経
営
の
島
内
巡
航
船
塩
竈
市
に
買
収
さ
れ
、塩
竈

市
交
通
部
発
足（
8
月
20
日
） 

一
九
五
〇（
昭
和
25
）年 	 

浦
戸
村
を
塩
竈
市
の
区
域
に
編
入
、塩
竈
市
役
所
浦
戸

支
所
を
野
々
島
字
河
岸
に
開
設（
4
月
1
日
） 

一
九
六
〇（
昭
和
35
）年 	

チ
リ
地
震
津
波（
5
月
24
日
） 

一
九
六
五（
昭
和
40
）年 	

浦
戸
地
区
に
簡
易
水
道
を
建
設（
10
月
1
日
） 

一
九
七
一（
昭
和
46
）年 	

簡
易
水
道
を
上
水
道
に
編
入（
10
月
1
日
） 

一
九
七
八（
昭
和
53
）年 	

宮
城
県
沖
地
震（
6
月
12
日
） 

一
九
八
二（
昭
和
57
）年 	

浦
戸
諸
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
開
設（
7
月
23
日
） 

二
〇
〇
五（
平
成
17
）年 	 

浦
戸
第
二
小
学
校
を
浦
戸
中
学
校
に
併
校（
4
月
1
日

野
々
島
馬
越
に
移
転
）

二
〇
一
〇（
平
成
22
）年 	

チ
リ
地
震
津
波（
2
月
28
日
） 

二
〇
一
一（
平
成
23
）年 	

東
日
本
大
震
災（
3
月
11
日
）

浦
戸
地
区
の
歴
史
年
表 

（
参
考
：
塩
竈
市・浦
戸
諸
島
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
）
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土
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ど
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、
当
時
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の
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か
が
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す
。

　

そ
の
後
も
、
鎌
倉
時
代
は
朴
島
や
野
々
島
、
江
戸
時
代
は
幕
府
の

御
城
米
や
仙
台
藩
の
江
戸
廻
米
の
港
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
寒
風
沢
島
、

幕
末
か
ら
明
治
時
代
は
榎
本
艦
隊
が
投
錨
、
ラ
ッ
コ
船
に
よ
っ
て
繁

栄
し
た
白
石
廣
造
氏
の
邸
宅
跡
が
あ
る
桂
島
の
石
浜
と
、
島
ご
と
に

時
代
が
異
な
る
史
跡
や
伝
説
、
昔
話
が
残
り
ま
す
。

　

そ
の
歴
史
、
今
に
残
る
文
化
財
の
数
々
は
、
人
々
が
災
害
を
乗
り

越
え
、
た
く
ま
し
く
こ
の
地
に
生
き
、
繁
栄
を
築
き
上
げ
て
き
た
こ

と
の
証
な
の
で
す
。

震
災
に
よ
る
浦
戸
地
区
の
文
化
財
の
被
害

　
（「
文
化
の
港　

シ
オ
ー
モ
」文
化
財
の
被
災
状
況
よ
り
転
載
）

◎
寒
風
沢
造
艦
の
碑
…
土
台
か
ら
外
れ
て
後
方
に
転
倒
。

◎
十
二
支
方
角
石
…
転
倒
。

◎
し
ば
り
地
蔵
…
転
倒
。

◎
化
粧
地
蔵
…
倒
れ
て
は
い
な
い
が
台
座
と
の
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
。

◎
神
明
社（
寒
風
沢
）
…
装
飾
部
分
一
部
転
落
。
燈
籠
は
倒
壊
。

◎
寒
風
沢
砲
台
跡
の
小
祠
群
…
転
倒
。

◎ 

白
石
廣
造
邸
宅
跡
…
外
観
に
は
あ
ま
り
影
響
が
な
い
が
、
崩
落
部
分

な
ど
が
目
立
つ
た
め
に
補
修
な
ど
に
よ
り
安
全
管
理
に
配
慮
が
必
要
。

◎
六
地
蔵（
寒
風
沢
）
…
屋
根
石
が
後
方
に
転
落
。
石
の
配
置
に
ず
れ
。

◎
延
命
地
蔵
菩
薩
…
前
方
へ
転
倒
。

◎
チ
リ
地
震
津
波
記
念
碑
…
転
倒
。

貞
観
、
永
禄
、
昭
和
、
そ
し
て
平
成
。

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
何
度
も
津
波
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
人
々
は
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
歩
み
を
続
け
、

こ
の
地
に
繁
栄
を
築
き
上
げ
て
き
た
の
で
し
た
。

寒風沢神明社

被害状況・寒風沢神明社

十二支方角石

被害状況
十二支方角石

弘安十年銘供養碑（孝子の碑）

しばり地蔵

寒風沢造艦の碑

白石廣造邸跡

被害状況・百万遍供養碑

被害状況・寒風沢砲台跡の小祠群

野々島のボラ

百万遍供養碑

化粧地蔵

六地蔵

被害状況・しばり地蔵

被害状況・寒風沢造艦の碑

縄
文	

前
期	

塩
竈
市
浦
戸
船
入
貝
塚 

縄
文	

中
期	

塩
竈
市
浦
戸
桂
島
貝
塚 

縄
文	

後
晩
期	

浦
戸
諸
島
三
十
数
カ
所
貝
塚 

　

八
六
九（
貞
観
11
）年 	

陸
奥
に
大
地
震
あ
り（
貞
観
の
三
陸
沖
地
震
津
波
） 

一
二
二
一（
承
久
3
）年 	

承
久
の
乱　

内
海
長
者
野
々
島
に
逃
避
住
し
た
り
と
い
う 

一
二
八
七（
弘
安
10
）年 	

浦
戸
朴
島
に
弘
安
十
年
銘
供
養
碑（
孝
子
の
碑
）建
つ 

一
五
五
九（
永
禄
2
）年	 

浦
戸
寒
風
沢
村
を
鹿
倉
村
と
称
し
、大
津
波
あ
り
七
十

余
戸
流
出

一
六
三
二（
寛
永
9
）年	

仙
台
藩
の
廻
米
は
じ
ま
る
、寒
風
沢
港
開
港

一
七
九
三（
寛
政
5
）年 	

若
宮
丸
漂
流
ロ
シ
ア
領
に
漂
着（
文
化
2
年
1
8
0
6
年
）

	

世
界
一
周
し
て
津
太
夫
・
左
平
ほ
か
帰
国 

一
八
五
七（
安
政
4
）年 	 

仙
台
藩
軍
艦
開
成
丸
寒
風
沢
に
お
い
て
進
水
、各
藩
の

大
名
参
列
す 

一
八
六
七（
慶
応
3
）年	 

仙
台
藩
寒
風
沢
日
和
山
南
端
・
船
入
島
・
石
浜
崎
に
砲
台

を
据
え
海
岸
防
備
に
当
る 

一
八
六
八（
慶
応
4
）年 	 

榎
本
艦
隊
、投
錨  

	
 

奥
羽
鎮
撫
総
督
九
条
道
孝
率
い
る
薩
長
筑
藩
兵
寒
風
沢

に
上
陸  

一
八
六
九（
明
治
2
）年 	

政
府
海
軍
甲
鉄
艦
外
8
隻
寒
風
沢
港
に
入
港
、翌
日
出
航

一
八
七
二（
明
治
5
）年 	

埼
玉
県
の
人
白
石
廣
造
、石
浜
に
廻
漕
店
を
開
く 

一
八
八
六（
明
治
19
）年 	「
松
島
湾
五
ヶ
村
漁
業
組
合
」設
立 

一
八
八
九（
明
治
22
）年 	 

寒
風
沢
・
野
々
島
村
・
石
浜
村
・
桂
島
村
は
塩
竈
村
よ
り

分
離
、浦
戸
村
と
し
て
独
立 

一
八
九
六（
明
治
29
）年  

明
治
三
陸
地
震（
6
月
15
日
）

 

白
石
廣
造
ラ
ッ
コ
猟
を
始
む 

一
九
〇
〇（
明
治
33
）年  

宮
城
県
北
部
地
震

一
九
〇
六（
明
治
39
）年 	

桂
島
、寒
風
沢
に
鮪
旧
式
旋
網
漁
業
を
始
む 

一
九
二
一（
大
正
10
）年 	

野
々
島
、桂
島
に
底
曳
船
漁
業
開
始

一
九
三
三（
昭
和
８
）年  

三
陸
地
震（
3
月
3
日
） 

一
九
四
四（
昭
和
19
）年 	 

個
人
経
営
の
島
内
巡
航
船
塩
竈
市
に
買
収
さ
れ
、塩
竈

市
交
通
部
発
足（
8
月
20
日
） 

一
九
五
〇（
昭
和
25
）年 	 

浦
戸
村
を
塩
竈
市
の
区
域
に
編
入
、塩
竈
市
役
所
浦
戸

支
所
を
野
々
島
字
河
岸
に
開
設（
4
月
1
日
） 

一
九
六
〇（
昭
和
35
）年 	

チ
リ
地
震
津
波（
5
月
24
日
） 

一
九
六
五（
昭
和
40
）年 	

浦
戸
地
区
に
簡
易
水
道
を
建
設（
10
月
1
日
） 

一
九
七
一（
昭
和
46
）年 	

簡
易
水
道
を
上
水
道
に
編
入（
10
月
1
日
） 

一
九
七
八（
昭
和
53
）年 	

宮
城
県
沖
地
震（
6
月
12
日
） 

一
九
八
二（
昭
和
57
）年 	

浦
戸
諸
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
開
設（
7
月
23
日
） 

二
〇
〇
五（
平
成
17
）年 	 

浦
戸
第
二
小
学
校
を
浦
戸
中
学
校
に
併
校（
4
月
1
日

野
々
島
馬
越
に
移
転
）

二
〇
一
〇（
平
成
22
）年 	

チ
リ
地
震
津
波（
2
月
28
日
） 

二
〇
一
一（
平
成
23
）年 	

東
日
本
大
震
災（
3
月
11
日
）

浦
戸
地
区
の
歴
史
年
表 

（
参
考
：
塩
竈
市・浦
戸
諸
島
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
）

93 92

浦
戸
諸
島　

い
ま
・
む
か
し



豊
穣
の
海
と
黄
金
色
の
実
り
。

取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
か
つ
て
の
暮
ら
し
。

　

浦
戸
諸
島
の
歴
史
は
古
く
、
縄
文
時
代
か
ら

人
々
が
生
活
し
て
い
た
季
節
ご
と
に
花
々
が
彩

る
浦
戸
の
島
々
は
〝
松
島
湾
に
浮
か
ぶ
植
物
園
〟

で
あ
り
、
そ
の
周
囲
は
豊
穣
の
海
。
潮
の
循
環

が
良
好
な
松
島
湾
内
で
は
種
カ
キ
、
ノ
リ
な
ど

の
養
殖
漁
業
が
盛
ん
で
す
。
ま
た
、
季
節
に
応

じ
て
、
シ
ラ
ウ
オ
漁
や
ア
ワ
ビ
・
ウ
ニ
漁
、
ア

ナ
ゴ
漁
も
行
わ
れ
ま
す
。
震
災
で
は
養
殖
施
設

が
流
出
、
加
工
施
設
が
被
災
す
る
な
ど
、
甚
大

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
国
内
外
か
ら
の
温

か
い
支
援
と
漁
業
者
の
自
助
努
力
に
よ
り
、
元

の
状
況
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
津

波
で
冠
水
し
、
さ
ら
に
は
地
盤
沈
下
の
被
害
を

受
け
た
寒
風
沢
島
の
水
田
も
、
黄
金
色
の
実
り

の
地
に
再
び
戻
り
ま
し
た
。

　

各
島
各
地
区
に
鎮
座
す
る
神
々
は
、
住
民
の

心
の
拠
り
所
で
あ
り
、
祭
礼
は
大
切
な
行
事
で

す
。
寒
風
沢
島
の
神
明
社
で
は
、
平
成
26
年
秋
、

震
災
後
に
途
絶
え
て
い
た
秋
祭
が
挙
行
さ
れ
、

神
輿
が
４
年
振
り
に
島
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

浦
戸
地
区
の
住
民
は
、
か
つ
て
の
暮
ら
し
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

─海と地の豊か な恵みの中で─

豊
穣
の
海
と
黄
金
色
の
実
り
。

取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
か
つ
て
の
暮
ら
し
。

　

浦
戸
諸
島
の
歴
史
は
古
く
、
縄
文
時
代
か
ら

人
々
が
生
活
し
て
い
た
季
節
ご
と
に
花
々
が
彩

る
浦
戸
の
島
々
は
〝
松
島
湾
に
浮
か
ぶ
植
物
園
〟

で
あ
り
、
そ
の
周
囲
は
豊
穣
の
海
。
潮
の
循
環

が
良
好
な
松
島
湾
内
で
は
種
カ
キ
、
ノ
リ
な
ど

の
養
殖
漁
業
が
盛
ん
で
す
。
ま
た
、
季
節
に
応

じ
て
、
シ
ラ
ウ
オ
漁
や
ア
ワ
ビ
・
ウ
ニ
漁
、
ア

ナ
ゴ
漁
も
行
わ
れ
ま
す
。
震
災
で
は
養
殖
施
設

が
流
出
、
加
工
施
設
が
被
災
す
る
な
ど
、
甚
大

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
国
内
外
か
ら
の
温

か
い
支
援
と
漁
業
者
の
自
助
努
力
に
よ
り
、
元

の
状
況
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
津

波
で
冠
水
し
、
さ
ら
に
は
地
盤
沈
下
の
被
害
を

受
け
た
寒
風
沢
島
の
水
田
も
、
黄
金
色
の
実
り

の
地
に
再
び
戻
り
ま
し
た
。

　

各
島
各
地
区
に
鎮
座
す
る
神
々
は
、
住
民
の

心
の
拠
り
所
で
あ
り
、
祭
礼
は
大
切
な
行
事
で

す
。
寒
風
沢
島
の
神
明
社
で
は
、
平
成
26
年
秋
、

震
災
後
に
途
絶
え
て
い
た
秋
祭
が
挙
行
さ
れ
、

神
輿
が
４
年
振
り
に
島
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

浦
戸
地
区
の
住
民
は
、
か
つ
て
の
暮
ら
し
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 3 日…◦彼岸
◦観音講 < 野々島 >

12 日…◦ひなの節句
◦水神様 < 朴島 >

◦梅の見頃（3 月）
< 石浜・寒風沢・朴島 > 

◦椿のトンネル見頃（3月下旬～ 5月上旬）
< 野々島 > 

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

15 日…◦石浜神社秋まつり
< 石浜 >

◦お名月さま
16 日…◦秋まつり < 朴島 >

◦九月節句
◦神明社秋祭 < 寒風沢 >
◦秋まつり < 野々島 >

◦浦戸米の稲刈り（9 月）< 寒風沢 >
◦ 湾内に林立する海苔養殖の竹支柱の

風景（9 ～ 5 月）< 湾内 >
◦ハゼ釣り（9 ～ 12 月）< 湾内 >
◦秋のウォーキングシーズン
◦寒風沢神明社秋祭（中旬）< 寒風沢 >

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 6 月上旬…
◦「竜神様」「船入り」弁才天

<寒風沢>
14 日…◦虫送り

◦竹駒講
< 朴島 >

12 日…◦ひなの節句
◦水神様

< 朴島 >

◦アワビ・ウニ漁（6 ～ 7 月）
◦夜光虫の見頃（6 ～ 10 月） 

《伝統行事・風習》

 1 日…◦水こぼしの朔
10 日…◦大黒の妻迎え

◦煤払い
◦冬至

31 日…◦歳とり

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 4 日…◦神明社春祭り
< 寒風沢 >

 8 日…◦灌仏会
 中旬…◦施餓鬼
18 日…◦お観音様

< 寒風沢 >

◦ヒガンフグ漁（4 月） 
◦ウミネコの子育て（4 ～ 7 月）

< 柏木島 他 > 
◦朴島の菜の花畑の見頃
（4月中旬～ 5月中旬）< 朴島 > 

◦桜の見頃（4 月中旬）
< 野々島 > 

◦春のウォーキングシーズン 

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 1 日…◦お刈り上げの朔
 8 日…◦灌仏会
 中旬…◦施餓鬼
18 日…◦お観音様 < 寒風沢 >
第 2 日曜…◦熊野神社例大祭

◦牡蠣出荷（10 ～ 2 月） 
◦海苔出荷（10 ～ 3 月）
◦ハマギクの見頃（10 月～ 11 月）

< 桂島・野々島・寒風沢 > 

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

7 月中旬～ 8 月中旬…
◦海開き < 桂島 >

海の日…
◦塩竈みなと祭
　海上渡御

◦アナゴ漁（7 ～ 12 月） 
◦ハマナスの見頃（7 月）

< 桂島・寒風沢 > 
◦ラベンダーの見頃（7 月中旬～ 8 月中旬）

< 野々島 > 
◦海水浴シーズン（7月中旬～8月中旬）

< 桂島 > 

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 元日…◦元朝詣り
 2 日…◦年始回り
 6 日…◦船乗り初め

◦若木迎え
 7 日…◦七草粥

◦どんと祭
11 日…◦農事初め
12 日…◦山の神講 < 野々島 >
14 日…◦竹駒講 < 朴島 >

◦女の歳とり
◦チャセゴ

15 日…◦アカツキ粥
◦松納め

16 日…◦お墓参り
17 日…◦観音講 < 野々島 >

◦鳥追い

◦ワカメ出荷（1 ～ 3 月） 
◦雪景色の浦戸諸島（降雪時）

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 5 日…◦端午の節句
12 日…◦女性のおがみっこ

< 石浜 >

◦浦戸米の田植え（5 月）
< 寒風沢 > 

◦ハマヒルガオの見頃（5 ～ 6 月）
< 桂島・野々島・寒風沢 > 

◦ハマエンドウの見頃（5 ～ 7 月）
< 桂島・野々島・寒風沢 > 

◦アオスジアゲハの見頃（5 ～ 10 月）
< 浦戸諸島全域 > 

◦ギンヤンマの見頃（5 ～ 10 月）
< 浦戸諸島全域 >

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 8 日…◦恵比寿講 ◦かきまつり in 桂島
< 中旬 > 

◦牡蠣むき・海苔すき体験イベント
（11 ～ 12 月） 

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 6 ～  8 日…◦七夕
13 ～ 15 日…◦盆

29 日…◦灯籠流し盆
<寒風沢>

◦桂島夏祭り花火大会
◦野々島盆踊り花火大会

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 3 日…◦淨極庵　観音講
< 石浜・朴島 >

◦節分の豆まき
16 日…◦庚申講 < 野々島 >

◦初午
◦春まつり < 朴島 >

◦シラウオ漁（2 月下旬～ 4 月上旬）
◦アカモク出荷（2 ～ 4 月）

春秋

夏
冬

3月9月

6月

4月

10月

7月

1月

5月11月

12月

8月
2月

ハマナス

震 災 後 に 完 成 し た
「乾海苔協業化施設」
（桂島）と「共同カキ
処理場」（寒風沢島）

野々島の桜

再開された稲作

海と地という恵まれた
島ならではの独特の伝統行事

震災前、１年はゆったりとした
そして、今、温かい支援と

かつての日々を

自然の中に暮らし、
や風習を伝えてきた浦戸地区。

「島時間」で過ぎていました。
復興事業、住民の努力によって、
取り戻しつつあります。

浦戸地区 の歳時記
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豊
穣
の
海
と
黄
金
色
の
実
り
。

取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
か
つ
て
の
暮
ら
し
。

　

浦
戸
諸
島
の
歴
史
は
古
く
、
縄
文
時
代
か
ら

人
々
が
生
活
し
て
い
た
季
節
ご
と
に
花
々
が
彩

る
浦
戸
の
島
々
は
〝
松
島
湾
に
浮
か
ぶ
植
物
園
〟

で
あ
り
、
そ
の
周
囲
は
豊
穣
の
海
。
潮
の
循
環

が
良
好
な
松
島
湾
内
で
は
種
カ
キ
、
ノ
リ
な
ど

の
養
殖
漁
業
が
盛
ん
で
す
。
ま
た
、
季
節
に
応

じ
て
、
シ
ラ
ウ
オ
漁
や
ア
ワ
ビ
・
ウ
ニ
漁
、
ア

ナ
ゴ
漁
も
行
わ
れ
ま
す
。
震
災
で
は
養
殖
施
設

が
流
出
、
加
工
施
設
が
被
災
す
る
な
ど
、
甚
大

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
国
内
外
か
ら
の
温

か
い
支
援
と
漁
業
者
の
自
助
努
力
に
よ
り
、
元

の
状
況
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
津

波
で
冠
水
し
、
さ
ら
に
は
地
盤
沈
下
の
被
害
を

受
け
た
寒
風
沢
島
の
水
田
も
、
黄
金
色
の
実
り

の
地
に
再
び
戻
り
ま
し
た
。

　

各
島
各
地
区
に
鎮
座
す
る
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は
、
住
民
の

心
の
拠
り
所
で
あ
り
、
祭
礼
は
大
切
な
行
事
で

す
。
寒
風
沢
島
の
神
明
社
で
は
、
平
成
26
年
秋
、

震
災
後
に
途
絶
え
て
い
た
秋
祭
が
挙
行
さ
れ
、

神
輿
が
４
年
振
り
に
島
内
を
練
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歩
き
ま
し
た
。
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戸
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を
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《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 3 日…◦彼岸
◦観音講 < 野々島 >

12 日…◦ひなの節句
◦水神様 < 朴島 >

◦梅の見頃（3 月）
< 石浜・寒風沢・朴島 > 

◦椿のトンネル見頃（3月下旬～ 5月上旬）
< 野々島 > 

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

15 日…◦石浜神社秋まつり
< 石浜 >

◦お名月さま
16 日…◦秋まつり < 朴島 >

◦九月節句
◦神明社秋祭 < 寒風沢 >
◦秋まつり < 野々島 >

◦浦戸米の稲刈り（9 月）< 寒風沢 >
◦ 湾内に林立する海苔養殖の竹支柱の

風景（9 ～ 5 月）< 湾内 >
◦ハゼ釣り（9 ～ 12 月）< 湾内 >
◦秋のウォーキングシーズン
◦寒風沢神明社秋祭（中旬）< 寒風沢 >

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 6 月上旬…
◦「竜神様」「船入り」弁才天

<寒風沢>
14 日…◦虫送り

◦竹駒講
< 朴島 >

12 日…◦ひなの節句
◦水神様

< 朴島 >

◦アワビ・ウニ漁（6 ～ 7 月）
◦夜光虫の見頃（6 ～ 10 月） 

《伝統行事・風習》

 1 日…◦水こぼしの朔
10 日…◦大黒の妻迎え

◦煤払い
◦冬至

31 日…◦歳とり

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 4 日…◦神明社春祭り
< 寒風沢 >

 8 日…◦灌仏会
 中旬…◦施餓鬼
18 日…◦お観音様

< 寒風沢 >

◦ヒガンフグ漁（4 月） 
◦ウミネコの子育て（4 ～ 7 月）

< 柏木島 他 > 
◦朴島の菜の花畑の見頃
（4月中旬～ 5月中旬）< 朴島 > 

◦桜の見頃（4 月中旬）
< 野々島 > 

◦春のウォーキングシーズン 

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 1 日…◦お刈り上げの朔
 8 日…◦灌仏会
 中旬…◦施餓鬼
18 日…◦お観音様 < 寒風沢 >
第 2 日曜…◦熊野神社例大祭

◦牡蠣出荷（10 ～ 2 月） 
◦海苔出荷（10 ～ 3 月）
◦ハマギクの見頃（10 月～ 11 月）

< 桂島・野々島・寒風沢 > 

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

7 月中旬～ 8 月中旬…
◦海開き < 桂島 >

海の日…
◦塩竈みなと祭
　海上渡御

◦アナゴ漁（7 ～ 12 月） 
◦ハマナスの見頃（7 月）

< 桂島・寒風沢 > 
◦ラベンダーの見頃（7 月中旬～ 8 月中旬）

< 野々島 > 
◦海水浴シーズン（7月中旬～8月中旬）

< 桂島 > 

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 元日…◦元朝詣り
 2 日…◦年始回り
 6 日…◦船乗り初め

◦若木迎え
 7 日…◦七草粥

◦どんと祭
11 日…◦農事初め
12 日…◦山の神講 < 野々島 >
14 日…◦竹駒講 < 朴島 >

◦女の歳とり
◦チャセゴ

15 日…◦アカツキ粥
◦松納め

16 日…◦お墓参り
17 日…◦観音講 < 野々島 >

◦鳥追い

◦ワカメ出荷（1 ～ 3 月） 
◦雪景色の浦戸諸島（降雪時）

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 5 日…◦端午の節句
12 日…◦女性のおがみっこ

< 石浜 >

◦浦戸米の田植え（5 月）
< 寒風沢 > 

◦ハマヒルガオの見頃（5 ～ 6 月）
< 桂島・野々島・寒風沢 > 

◦ハマエンドウの見頃（5 ～ 7 月）
< 桂島・野々島・寒風沢 > 

◦アオスジアゲハの見頃（5 ～ 10 月）
< 浦戸諸島全域 > 

◦ギンヤンマの見頃（5 ～ 10 月）
< 浦戸諸島全域 >

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 8 日…◦恵比寿講 ◦かきまつり in 桂島
< 中旬 > 

◦牡蠣むき・海苔すき体験イベント
（11 ～ 12 月） 

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 6 ～  8 日…◦七夕
13 ～ 15 日…◦盆

29 日…◦灯籠流し盆
<寒風沢>

◦桂島夏祭り花火大会
◦野々島盆踊り花火大会

《伝統行事・風習》 《旬の味覚・見どころ・イベント》

 3 日…◦淨極庵　観音講
< 石浜・朴島 >

◦節分の豆まき
16 日…◦庚申講 < 野々島 >

◦初午
◦春まつり < 朴島 >

◦シラウオ漁（2 月下旬～ 4 月上旬）
◦アカモク出荷（2 ～ 4 月）

春秋

夏
冬

3月9月

6月

4月

10月

7月

1月

5月11月

12月

8月
2月

ハマナス

震 災 後 に 完 成 し た
「乾海苔協業化施設」
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野々島の桜

再開された稲作

海と地という恵まれた
島ならではの独特の伝統行事

震災前、１年はゆったりとした
そして、今、温かい支援と

かつての日々を

自然の中に暮らし、
や風習を伝えてきた浦戸地区。

「島時間」で過ぎていました。
復興事業、住民の努力によって、
取り戻しつつあります。

浦戸地区 の歳時記
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懐
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、
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の
笑
い
声
。

ゆ
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と
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い
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間
。
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か
し
き
風
景
は
、
数
々
の
思
い
出
と
と
も
に
記
憶
の
中
に
。

震
災
前
の
浦
戸
地
区
の
風
景
と
暮
ら
し
の
一
コ
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を
市
が
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影
し
た
写
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で
振
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返
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ま
す
。
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小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
区
」と
消
防
団
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
の
ピ
ス
ト
ン
輸
送

　

大
津
波
警
報
を
伝
え
る
防
災
行
政
無
線
は
や

が
て
聞
こ
え
な
く
な
り
、
ラ
ジ
オ
が
唯
一
の
情
報

源
と
な
っ
た
桂
島
地
区
。
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る

「
予
想
さ
れ
る
高
さ
10
メ
ー
ト
ル
」
と
い
う
津
波

の
襲
来
が
迫
る
中
、
消
防
団
や
地
区
役
員
の
人
々

は
冷
静
に
住
民
の
避
難
誘
導
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

警
察
署
や
派
出
所
、
消
防
署
の
無
い
浦
戸
で

唯
一
の
防
災
機
関
で
あ
る
塩
竈
市
浦
戸
消
防
団

は
、
２
分
団
５
部
14
班
67
名
、
う
ち
桂
島
を
担

当
す
る
第
2
分
団
は
26
名
（
※
人
数
は
い
ず
れ

も
震
災
時
）。
し
か
し
、
震
災
発
生
は
平
日
の
日

中
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
団
員
の
多
く
は
島
外
に

勤
務
し
て
い
る
た
め
不
在
で
し
た
。
限
ら
れ
た

人
数
の
団
員
に
地
区
役
員
、
そ
の
他
の
住
民
が

加
わ
っ
て
の
避
難
誘
導
だ
っ
た
の
で
す
。
区
長

の
内
海
粂
蔵
さ
ん
は
、
次
の
よ
う
に
当
時
を
振

り
返
り
ま
す
。

　
「
地
震
の
後
す
ぐ
に
消
防
団
の
詰
所
に
向

か
っ
た
ん
で
す
。〝
警
報
や
注
意
報
が
出
た
ら

詰
所
に
集
合
〟
は
地
区
の
決
ま
り
ご
と
で
す

か
ら
。
詰
所
ま
で
の
道
で
は
、
石
塀
の
倒
壊

縄
文
人
の
生
活
の
痕
跡
が
残
る
島
々
で
、
人
々
は
災
害
を
乗
り
越
え
、

海
に
生
業
を
求
め
、
た
く
ま
し
く
こ
の
地
に
生
き
、
何
度
も
繁
栄
を
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。

浦
戸
地
区
は
〝
み
な
と
ま
ち
塩
竈
の
原
点
〟。

そ
の
課
題
は
塩
竈
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
明
日
は
塩
竈
の
明
日
で
も
あ
り
ま
す
。

熊野神社

平成 25 年 8 月に新設された消防団詰所（野々島）

椿のトンネル浦戸第二小学校・浦戸中学校

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
家
屋
に
大
き
な
被

害
は
出
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
詰

所
に
関
係
者
が
集
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
急
ぎ

住
民
を
高
台
に
あ
る
指
定
避
難
所
（
旧
浦
戸

第
二
小
学
校
）
へ
誘
導
し
よ
う
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
時
、
優
先
し
た
の
が
高
齢
者
と
要

支
援
者
で
し
た
。
ど
こ
の
世
帯
に
高
齢
者
や

要
支
援
者
が
い
る
の
か
、
地
区
の
住
民
な
ら

誰
し
も
分
か
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
安
否
確

認
も
兼
ね
て
そ
れ
ぞ
れ
手
分
け
し
て
向
か
い

ま
し
た
。
避
難
さ
せ
る
際
、
緊
急
を
要
す
る

こ
と
な
の
で
、
足
の
不
自
由
な
方
は
軽
ト
ラ
ッ

ク
の
荷
台
に
乗
せ
て
運
び
ま
し
た
。
全
員
が

避
難
所
に
到
着
す
る
ま
で
の
時
間
は
約
30
分

ぐ
ら
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　

軽
ト
ラ
ッ
ク
を
使
用
し
た
避
難
は
、
寒
風
沢

島
で
も
同
様
で
し
た
。
寒
風
沢
地
区
の
島
津
功

区
長
（
震
災
時
は
副
区
長
）
も
「
防
潮
堤
の
門

扉
を
閉
め
、
家
族
を
避
難
さ
せ
た
後
は
、
高
台

に
あ
る
指
定
避
難
所
（
旧
浦
戸
第
一
小
学
校
）

ま
で
、
高
齢
者
や
足
腰
の
悪
い
人
を
乗
せ
て
の

ピ
ス
ト
ン
輸
送
だ
っ
た
」
と
語
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
刺
し
網
漁
に
従
事
す
る
島
の
男
性
10
数
名

が
旅
行
で
当
日
不
在
と
い
う
悪
条
件
の
中
で
の

避
難
誘
導
で
し
た
。

　

軽
ト
ラ
ッ
ク
は
、
道
幅
の
狭
い
島
で
重
宝
さ

れ
る
輸
送
手
段
。
で
す
が
、
そ
れ
を
利
用
し
た

避
難
を
迅
速
か
つ
的
確
に
行
う
こ
と
が
で
き
た

の
は
区
と
い
う
“
顔
の
分
か
る
人
間
関
係
”
が

あ
っ
た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
区
は
、
高
齢

者
だ
け
の
世
帯
、
高
齢
者
が
一
人
で
暮
ら
す
世

帯
、
身
体
の
不
自
由
な
方
の
い
る
世
帯
な
ど
、

ど
こ
に
、
誰
が
生
活
し
て
い
る
の
か
が
分
か

REPORT

浦
戸
の
明
日

～
復
旧
・
復
興
・
未
来

野々島に襲来した津波

り
、
救
護
を
必
要
と
す
る
状
況
に
あ
る
か
ま
で

容
易
に
想
像
で
き
る
、
浦
戸
な
ら
で
は
の
小
さ

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
の
で
す
。

住
民
の
命
を
守
っ
た

浦
戸
な
ら
で
は
の
諸
要
因

　

野
々
島
で
の
避
難
は
、
命
の
危
険
と
隣
り
合

わ
せ
で
し
た
。
指
定
避
難
所
は
浦
戸
第
二
小
学

校
・
浦
戸
中
学
校
で
す
が
、
集
落
か
ら
少
し
離

れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
津
波
が
押
し
寄
せ

る
で
あ
ろ
う
海
岸
に
近
い
場
所
を
通
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
住
民
の
大
半
は
熊
野
神
社
の

境
内
を
避
難
先
と
し
ま
し
た
。
当
日
、
島
に
い

た
消
防
団
員
は
わ
ず
か
２
名
。
区
長
ほ
か
の
地

区
役
員
も
加
わ
っ
て
の
避
難
誘
導
で
し
た
。
区

長
の
鈴
木
虎
男
さ
ん
は
、
次
の
よ
う
に
振
り
返

り
ま
す
。

　
「
こ
こ
も
防
災
行
政
無
線
が
聞
こ
え
な
く
な

り
ま
し
た
。
消
防
団
第
１
分
団
（
野
々
島
担

当
）
の
班
長
さ
ん
が
、
家
々
を
回
っ
て
は
ガ

ス
の
元
栓
を
閉
め
て
避
難
す
る
こ
と
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
か
ら
、
私
は
集
ま
っ
て
く
る
方
々

を
高
台
に
あ
る
熊
野
神
社
へ
と
誘
導
し
ま
し

た
。
こ
の
島
で
は
〝
全
住
民
で
一
つ
の
家
族
〟

の
よ
う
な
関
係
な
ん
で
す
。〝
あ
っ
今
日
は
誰

そ
れ
さ
ん
が
本
土
に
出
掛
け
た
な
〟
と
か
分

か
る
ん
で
す
よ
。
で
す
か
ら
、
避
難
人
数
や

安
否
は
す
ぐ
に
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

み
ん
な
が
集
ま
る
と
雪
が
降
っ
て
き
た
の

で
す
が
、
屋
外
で
は
寒
さ
を
し
の
げ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
高
台
に
あ
る
学
校
（
浦
戸
第
二
小

学
校
・
浦
戸
中
学
校
）
へ
移
動
す
る
こ
と
を

決
め
た
ん
で
す
。
避
難
し
て
き
た
住
民
の
中

に
は
車
椅
子
の
方
も
い
ま
し
た
。
そ
の
方
を

お
ん
ぶ
し
て
学
校
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

熊
野
神
社
か
ら
学
校
へ
は
、
高
い
所
を
選
ん

で
歩
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
尾
根
づ
た
い
の

道
、
椿
の
ト
ン
ネ
ル
の
あ
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
を
通
り
ま
し
た
。
津
波
の
襲
来
は
そ
の
途

中
の
こ
と
で
し
た
。
波
は
電
線
の
高
さ
ま
で

あ
り
ま
し
た
か
ら
、
10
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
。〝
ゴ
ー
〟
と
い
う
轟
音
が
と

て
も
不
気
味
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
住
宅
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
に
大
き
な
被
害

が
出
る
こ
と
は
明
ら
か
で
し
た
し
、
こ
の
時
、

避
難
所
生
活
が
長
期
間
に
な
る
こ
と
を
覚
悟

し
ま
し
た
ね
。

　

学
校
ま
で
も
う
少
し
の
場
所
、
夜
泣
き
地

蔵
と
学
校
の
間
の
道
で
す
が
、
そ
こ
は
低
く

な
っ
て
い
る
た
め
、
津
波
が
乗
り
越
え
て
い

ま
し
た
。
し
ば
ら
く
立
ち
止
ま
っ
て
波
の
様

子
を
う
か
が
い
、
大
丈
夫
と
判
断
で
き
た
時

に
急
い
で
通
過
し
ま
し
た
。
み
ん
な
命
が
け
。

学
校
に
到
着
し
た
の
は
16
時
過
ぎ
で
し
た
」

　

決
死
の
避
難
を
体
験
し
た
住
民
の
ほ
か
、
浦

戸
諸
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
（
ブ
ル
ー
セ
ン

タ
ー
）
の
職
員
は
、
２
階
に
上
が
り
津
波
の
難

を
逃
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
朴
島
の
住
民
は
、
さ

ん
橋
に
集
合
し
た
後
、
付
近
を
航
行
訓
練
中

だ
っ
た
塩
釜
消
防
署
の
消
防
艇
の
乗
員
と
と

も
に
高
台
に
あ
る
神
明
社
の
境
内
へ
避
難
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
社
務
所
は
地
震
で
損
壊
。

翌
日
か
ら
は
空
き
住
宅
を
借
り
、
避
難
所
と
し

て
12
日
間
使
用
し
ま
し
た
。

　

震
災
で
亡
く
な
っ
た
方
は
浦
戸
４
島
で
３

名
。
人
的
被
害
を
小
さ
く
止
め
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
区
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
日
頃
か

ら
訓
練
を
重
ね
て
い
た
消
防
団
や
区
を
ま
と

め
る
役
員
の
行
動
、
多
く
の
住
民
に
あ
る
昭
和

35
年
と
震
災
前
年
の
チ
リ
地
震
津
波
の
経
験

と
避
難
の
重
要
性
に
対
す
る
意
識
（
歴
史
と

経
験
に
基
づ
く
住
民
の
備
え
）、
津
波
を
想
定

し
高
台
に
設
け
ら
れ
て
い
た
避
難
所
（
地
形
）、

身
近
に
あ
る
軽
ト
ラ
ッ
ク
（
生
活
環
境
）
な
ど
、

浦
戸
な
ら
で
は
の
諸
要
因
が
あ
っ
て
の
こ
と

で
し
た
。

　

な
お
、
野
々
島
と
寒
風
沢
島
の
消
防
団
詰
所

（
器
具
置
場
）
は
津
波
で
全
壊
。
ど
ち
ら
も
平

成
25
年
8
月
に
移
転
、
新
築
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
同
報
系
防
災
行
政
無
線
は
ア
ナ
ロ
グ
方
式

か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
変
更
、
バ
ッ
テ
リ
ー
も

長
時
間
対
応
と
す
る
な
ど
震
災
後
に
改
良
が

図
ら
れ
て
い
ま
す
。

震
災
以
降
の
歩
み
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小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
区
」と
消
防
団
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
の
ピ
ス
ト
ン
輸
送

　

大
津
波
警
報
を
伝
え
る
防
災
行
政
無
線
は
や

が
て
聞
こ
え
な
く
な
り
、
ラ
ジ
オ
が
唯
一
の
情
報

源
と
な
っ
た
桂
島
地
区
。
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る

「
予
想
さ
れ
る
高
さ
10
メ
ー
ト
ル
」
と
い
う
津
波

の
襲
来
が
迫
る
中
、
消
防
団
や
地
区
役
員
の
人
々

は
冷
静
に
住
民
の
避
難
誘
導
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

警
察
署
や
派
出
所
、
消
防
署
の
無
い
浦
戸
で

唯
一
の
防
災
機
関
で
あ
る
塩
竈
市
浦
戸
消
防
団

は
、
２
分
団
５
部
14
班
67
名
、
う
ち
桂
島
を
担

当
す
る
第
2
分
団
は
26
名
（
※
人
数
は
い
ず
れ

も
震
災
時
）。
し
か
し
、
震
災
発
生
は
平
日
の
日

中
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
団
員
の
多
く
は
島
外
に

勤
務
し
て
い
る
た
め
不
在
で
し
た
。
限
ら
れ
た

人
数
の
団
員
に
地
区
役
員
、
そ
の
他
の
住
民
が

加
わ
っ
て
の
避
難
誘
導
だ
っ
た
の
で
す
。
区
長

の
内
海
粂
蔵
さ
ん
は
、
次
の
よ
う
に
当
時
を
振

り
返
り
ま
す
。

　
「
地
震
の
後
す
ぐ
に
消
防
団
の
詰
所
に
向

か
っ
た
ん
で
す
。〝
警
報
や
注
意
報
が
出
た
ら

詰
所
に
集
合
〟
は
地
区
の
決
ま
り
ご
と
で
す

か
ら
。
詰
所
ま
で
の
道
で
は
、
石
塀
の
倒
壊

縄
文
人
の
生
活
の
痕
跡
が
残
る
島
々
で
、
人
々
は
災
害
を
乗
り
越
え
、

海
に
生
業
を
求
め
、
た
く
ま
し
く
こ
の
地
に
生
き
、
何
度
も
繁
栄
を
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。

浦
戸
地
区
は
〝
み
な
と
ま
ち
塩
竈
の
原
点
〟。

そ
の
課
題
は
塩
竈
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
明
日
は
塩
竈
の
明
日
で
も
あ
り
ま
す
。
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班
長
さ
ん
が
、
家
々
を
回
っ
て
は
ガ

ス
の
元
栓
を
閉
め
て
避
難
す
る
こ
と
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
か
ら
、
私
は
集
ま
っ
て
く
る
方
々

を
高
台
に
あ
る
熊
野
神
社
へ
と
誘
導
し
ま
し

た
。
こ
の
島
で
は
〝
全
住
民
で
一
つ
の
家
族
〟

の
よ
う
な
関
係
な
ん
で
す
。〝
あ
っ
今
日
は
誰

そ
れ
さ
ん
が
本
土
に
出
掛
け
た
な
〟
と
か
分

か
る
ん
で
す
よ
。
で
す
か
ら
、
避
難
人
数
や

安
否
は
す
ぐ
に
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

み
ん
な
が
集
ま
る
と
雪
が
降
っ
て
き
た
の

で
す
が
、
屋
外
で
は
寒
さ
を
し
の
げ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
高
台
に
あ
る
学
校
（
浦
戸
第
二
小

学
校
・
浦
戸
中
学
校
）
へ
移
動
す
る
こ
と
を

決
め
た
ん
で
す
。
避
難
し
て
き
た
住
民
の
中

に
は
車
椅
子
の
方
も
い
ま
し
た
。
そ
の
方
を

お
ん
ぶ
し
て
学
校
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

熊
野
神
社
か
ら
学
校
へ
は
、
高
い
所
を
選
ん

で
歩
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
尾
根
づ
た
い
の

道
、
椿
の
ト
ン
ネ
ル
の
あ
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
を
通
り
ま
し
た
。
津
波
の
襲
来
は
そ
の
途

中
の
こ
と
で
し
た
。
波
は
電
線
の
高
さ
ま
で

あ
り
ま
し
た
か
ら
、
10
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
。〝
ゴ
ー
〟
と
い
う
轟
音
が
と

て
も
不
気
味
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
住
宅
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
に
大
き
な
被
害

が
出
る
こ
と
は
明
ら
か
で
し
た
し
、
こ
の
時
、

避
難
所
生
活
が
長
期
間
に
な
る
こ
と
を
覚
悟

し
ま
し
た
ね
。

　

学
校
ま
で
も
う
少
し
の
場
所
、
夜
泣
き
地

蔵
と
学
校
の
間
の
道
で
す
が
、
そ
こ
は
低
く

な
っ
て
い
る
た
め
、
津
波
が
乗
り
越
え
て
い

ま
し
た
。
し
ば
ら
く
立
ち
止
ま
っ
て
波
の
様

子
を
う
か
が
い
、
大
丈
夫
と
判
断
で
き
た
時

に
急
い
で
通
過
し
ま
し
た
。
み
ん
な
命
が
け
。

学
校
に
到
着
し
た
の
は
16
時
過
ぎ
で
し
た
」

　

決
死
の
避
難
を
体
験
し
た
住
民
の
ほ
か
、
浦

戸
諸
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
（
ブ
ル
ー
セ
ン

タ
ー
）
の
職
員
は
、
２
階
に
上
が
り
津
波
の
難

を
逃
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
朴
島
の
住
民
は
、
さ

ん
橋
に
集
合
し
た
後
、
付
近
を
航
行
訓
練
中

だ
っ
た
塩
釜
消
防
署
の
消
防
艇
の
乗
員
と
と

も
に
高
台
に
あ
る
神
明
社
の
境
内
へ
避
難
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
社
務
所
は
地
震
で
損
壊
。

翌
日
か
ら
は
空
き
住
宅
を
借
り
、
避
難
所
と
し

て
12
日
間
使
用
し
ま
し
た
。

　

震
災
で
亡
く
な
っ
た
方
は
浦
戸
４
島
で
３

名
。
人
的
被
害
を
小
さ
く
止
め
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
区
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
日
頃
か

ら
訓
練
を
重
ね
て
い
た
消
防
団
や
区
を
ま
と

め
る
役
員
の
行
動
、
多
く
の
住
民
に
あ
る
昭
和

35
年
と
震
災
前
年
の
チ
リ
地
震
津
波
の
経
験

と
避
難
の
重
要
性
に
対
す
る
意
識
（
歴
史
と

経
験
に
基
づ
く
住
民
の
備
え
）、
津
波
を
想
定

し
高
台
に
設
け
ら
れ
て
い
た
避
難
所
（
地
形
）、

身
近
に
あ
る
軽
ト
ラ
ッ
ク
（
生
活
環
境
）
な
ど
、

浦
戸
な
ら
で
は
の
諸
要
因
が
あ
っ
て
の
こ
と

で
し
た
。

　

な
お
、
野
々
島
と
寒
風
沢
島
の
消
防
団
詰
所

（
器
具
置
場
）
は
津
波
で
全
壊
。
ど
ち
ら
も
平

成
25
年
8
月
に
移
転
、
新
築
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
同
報
系
防
災
行
政
無
線
は
ア
ナ
ロ
グ
方
式

か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
変
更
、
バ
ッ
テ
リ
ー
も

長
時
間
対
応
と
す
る
な
ど
震
災
後
に
改
良
が

図
ら
れ
て
い
ま
す
。

震
災
以
降
の
歩
み
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ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
、

長
期
に
わ
た
っ
た
避
難
所
生
活

　

浦
戸
地
区
内
に
開
設
さ
れ
た
避
難
所
は
、
松

崎
神
社
下
の
民
宿
阿
部
（
震
災
後
一
週
間
）・
旧

浦
戸
第
二
小
学
校
（
桂
島
）、
浦
戸
第
二
小
学
校
・

浦
戸
中
学
校
（
野
々
島
）、
旧
浦
戸
第
一
小
学
校

（
寒
風
沢
島
）、
借
り
上
げ
た
民
家
（
朴
島
）
の

４
カ
所
。
そ
の
う
ち
津
波
の
被
害
が
小
さ
か
っ

た
朴
島
は
12
日
間
で
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
他
は
住
宅
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
害
が
大
き

く
、
各
島
に
プ
レ
ハ
ブ
応
急
仮
設
住
宅
が
整
備

さ
れ
、
入
居
開
始
と
な
る
ま
で
長
期
に
わ
た
っ

て
避
難
所
生
活
を
続
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
比
較
的
短
期
間
で
閉
鎖
と
な
っ
た
朴
島
の

区
長
の
尾
形
孝
雄
さ
ん
は
、
津
波
被
害
が
小
さ
か
っ

た
理
由
と
し
て
地
形
的
要
因
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
「
津
波
の
被
害
が
小
さ
か
っ
た
の
は
、
宮
戸

島
と
の
間
の
鰐
ケ
淵
水
道
が
狭
い
た
め
、
外

海
か
ら
波
が
入
っ
て
来
に
く
か
っ
た
か
ら
で

し
ょ
う
。
昭
和
35
年
の
チ
リ
地
震
津
波
の
時

も
大
き
な
被
害
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す

が
、
そ
の
後
に
作
ら
れ
た
防
潮
堤
の
一
部
が

今
度
の
地
震
で
倒
れ
、
そ
こ
か
ら
津
波
が
浸

水
し
た
ん
で
す
。
地
盤
が
沈
下
し
た
た
め
、

住
宅
地
内
に
ま
で
海
水
が
上
が
っ
て
く
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
…
」

　

現
在
、「
浦
戸
地
区
」
と
一
括
し
て
呼
ば
れ

る
こ
と
が
多
い
４
島
で
す
が
、
江
戸
時
代
に

は
、
桂
島
村
、
石
浜
村
、
野
々
島
村
（
朴
島
は

野
々
島
の
一
部
の
扱
い
）、
寒
風
沢
村
と
独
立

し
た
村
で
し
た
。
そ
う
し
た
歴
史
的
背
景
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
島
々
の
間
の
距
離
は
近
い
も
の

の
、
住
民
は
そ
れ
ぞ
れ
の
「
区
」」
と
い
う
共

同
体
で
の
ま
と
ま
り
を
意
識
し
て
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、海
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
、島
々

の
往
来
に
支
障
が
あ
る
こ
と
も
考
慮
さ
れ
、
収

容
者
数
が
減
少
し
て
も
避
難
所
の
統
合
は
行

わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

旧浦戸第二小学校

■プレハブ応急仮設住宅の入居開始日
名称 建設戸数 入居開始日

浦戸桂島地区 21 
平成 23 年
6 月 25 日

浦戸野々島地区 15 
平成 23 年
7 月  9 日

浦戸寒風沢地区 12 
平成 23 年
6 月 30 日

合計 48 －

全
住
民
に
よ
る
共
同
生
活
を
支
え
た

食
料
や
燃
料
備
蓄
の
習
慣

　

浦
戸
地
区
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
住
宅
（
世
帯
）

が
何
ら
か
の
津
波
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
被
害

を
受
け
な
か
っ
た
住
宅
も
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復

旧
に
時
間
を
要
し
た
た
め
、
そ
こ
で
生
活
す
る

こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
避
難
所
生
活
は
、
ほ
ぼ
全
住
民
に
よ
る
共

同
生
活
で
し
た
。

　

震
災
直
後
、
本
土
地
区
の
避
難
所
で
は
、
想

定
以
上
の
人
々
を
収
容
す
る
こ
と
と
な
り
、
食

料
や
物
資
が
不
足
し
ま
し
た
。
海
に
隔
て
ら
れ
、

電
話
も
通
じ
ず
、
行
政
や
民
間
の
支
援
も
遅
れ
、

さ
ら
に
は
ほ
ぼ
全
住
民
が
避
難
所
に
収
容
さ
れ

た
浦
戸
地
区
。
し
か
し
、
驚
く
こ
と
に
食
料
や

燃
料
の
不
足
は
生
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

本
土
地
区
と
の
往
来
が
天
候
に
左
右
さ
れ
る

浦
戸
地
区
で
は
、
家
庭
で
食
料
や
燃
料
を
常
時

備
蓄
し
て
お
く
習
慣
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
に
大
型
の
冷
凍
庫
や
食
料
ス
ト
ッ
カ
ー
が
あ

り
、
燃
料
は
2
0
0
リ
ッ
ト
ル
の
ド
ラ
ム
缶
で

購
入
し
、
備
蓄
し
て
い
た
の
で
す
。
ま
た
、
ガ

ス
は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
で
し
た
。
流
さ
れ
ず
に
あ
っ

た
そ
れ
ら
を
持
ち
寄
っ
た
り
、
所
有
者
か
ら
購

入
し
て
食
事
や
暖
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

漁
業
に
従
事
す
る
家
庭
に
は
発
電
機
や
ポ
ン
プ
、

大
型
の
樽
な
ど
の
資
機
材
も
あ
り
ま
し
た
。
雑

用
水
に
は
井
戸
水
や
学
校
の
プ
ー
ル
の
水
が
利

用
で
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、
飲
料
水
の
不
足
は

深
刻
で
、
15
日
に
は
島
民
の
有
志
が
無
数
の
が

れ
き
が
漂
う
湾
内
に
船
を
出
し
、
窮
状
を
市
に

訴
え
ま
し
た
。

■
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧

◎
電
気　

４
月
25
日
（
野
々
島
）

　
　
　
　

４
月
30
日
（
寒
風
沢
島
）

◎
水
道　

３
月
25
日
（
桂
島
の
一
部
）

　
　
　
　

３
月
28
日
（
桂
島
全
域
）

　
　
　
　

４
月
20
日
（
野
々
島
）

　
　
　
　

４
月
29
日
（
寒
風
沢
島
）

　
　
　
　

５
月
４
日
（
朴
島
）

明
日
へ
の
希
望
を
与
え
て
く
れ
た

自
衛
隊
の
救
援
・
支
援

　

避
難
所
生
活
を
振
り
返
る
時
、
全
地
区
の
区

長
さ
ん
が
口
を
揃
え
る
の
が
自
衛
隊
に
よ
る
救

援
・
支
援
へ
の
感
謝
で
す
。
枯
渇
し
つ
つ
あ
っ

た
飲
料
水
を
届
け
た
の
も
自
衛
隊
で
し
た
。
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
や
艦
船
に
よ
る
物
資
の
輸
送
、
が

れ
き
の
撤
去
、
入
浴
な
ど
、
幅
広
い
支
援
を
受

け
ま
し
た
。

　

中
で
も
多
く
の
島
民
に
と
っ
て
印
象
に
残
る

思
い
出
と
な
っ
た
の
は
、
手
足
を
洗
う
こ
と
し

か
で
き
ず
、
不
快
感
が
ス
ト
レ
ス
に
な
り
始
め

た
頃
に
受
け
た
、
沖
合
に
停
泊
し
た
大
型
艦
船

で
の
入
浴
支
援
で
し
た
。
大
型
艦
船
ま
で
の
移

動
に
使
用
さ
れ
た
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
へ
の
乗
船

と
、
久
し
ぶ
り
の
入
浴
の
快
適
さ
。
そ
れ
は
避

難
所
生
活
を
忘
れ
さ
せ
る
ひ
と
時
で
し
た
。
さ

ら
に
は
、
入
浴
し
て
い
る
間
、
隊
員
の
方
に
衣

類
を
洗
濯
し
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
い

ま
す
。
陸
・
海
・
空
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
衛
隊
か

ら
受
け
た
力
強
く
、
時
に
き
め
細
や
か
で
温
か

い
支
援
の
数
々
は
、
失
意
の
中
に
あ
っ
た
島
民

を
励
ま
し
、
明
日
へ
の
希
望
を
与
え
て
く
れ
た

の
で
し
た
。

避難所の様子（旧浦戸第二小学校）

災害公営住宅着工式（平成 26 年 6 月 28 日）

自衛隊の支援活動

協
力
し
合
い
、
知
恵
を
出
し
合
い
、

お
互
い
を
支
え
合
う
日
々

　

地
区
の
ほ
ぼ
全
住
民
を
収
容
し
た
避
難
所
。

そ
の
開
設
当
初
を
３
人
の
区
長
さ
ん
は
次
の
よ

う
に
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
初
め
て
の
こ
と
で
す
し
、
自
宅
を
失
っ
て

茫
然
と
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
そ
し
て
余

震
も
…
。
11
日
の
晩
は
、
そ
う
し
た
み
ん
な

の
不
安
を
ど
の
よ
う
に
し
て
取
り
除
く
か
を

考
え
て
い
ま
し
た
」（
桂
島
・
内
海
区
長
）

　
「
廃
校
か
ら
10
年
以
上
を
経
過
し
て
い
た
の

で
、
建
物
の
痛
み
が
ひ
ど
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

そ
の
た
め
、
炊
事
な
ど
は
屋
外
に
設
置
し
た

テ
ン
ト
内
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
」（
寒
風
沢
・
島
津
区
長
）

　
「
最
初
の
３
日
間
は
学
校
の
先
生
方
と
一

緒
。
先
生
方
も
家
族
や
自
宅
が
心
配
だ
っ
た

で
し
ょ
う
に
、
島
民
の
お
世
話
を
し
て
い
た

だ
い
た
。
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
」

（
野
々
島
・
鈴
木
区
長
）

　

最
長
で
７
月
上
旬
ま
で
続
い
た
避
難
所
生

活
は
、
住
民
同
士
が
協
力
し
合
い
、
知
恵
を
出

し
合
い
、
お
互
い
を
支
え
合
う
日
々
で
し
た
。

支
援
が
届
か
な
か
っ
た
震
災
直
後
は
、
男
性
を

中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
が
が
れ
き
の
撤
去
を

行
い
、
道
を
作
り
ま
し
た
。
女
性
た
ち
は
炊
事

を
担
当
。
２
０
０
人
を
超
え
る
住
民
の
避
難
所

と
な
っ
た
旧
浦
戸
第
二
小
学
校
で
は
、
準
備
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
量
の
多
さ
か
ら
、
一
日
一

食
（
昼
食
）
は
パ
ン
食
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た

そ
う
で
す
（
内
海
区
長
談
）。
島
津
区
長
も
「
炊

事
は
給
食
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
だ
っ
た
」
と
い
い

ま
す
。
寒
さ
が
厳
し
か
っ
た
夜
は
、
誰
か
の
ア

イ
デ
ィ
ア
に
よ
る
“
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
湯
た
ん

ぽ
”
や
ド
ラ
ム
缶
の
風
呂
が
喜
ば
れ
ま
し
た
。

ふ
さ
ぎ
込
ん
で
し
ま
い
が
ち
な
人
々
の
心
と

身
体
を
朝
か
ら
元
気
に
し
よ
う
と
、
全
員
に
よ

る
ラ
ジ
オ
体
操
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
臥
せ
っ

て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
高
齢
者
が
起
き
上

が
っ
て
参
加
す
る
と
い
う
効
果
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
（
鈴
木
区
長
談
）。
ま
た
、
桜
の
時
期

に
は
、
お
花
見
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
問
題
に
な
っ
た
の
は
大
人
数
が
利
用

し
た
ト
イ
レ
で
し
た
。
そ
の
処
理
方
法
は
課
題

と
な
り
ま
し
た
。

災
害
公
営
住
宅
の
完
成
で

も
う
一
度
島
に

　

震
災
で
住
宅
に
被
害
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
本
土
地
区
の
仮
設
住
宅
や
民
間
賃
貸
住

宅
へ
の
入
居
、
あ
る
い
は
親
族
と
の
同
居
に
よ
っ

て
、
島
か
ら
転
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
住
民
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
事
実
、
震
災
前
5
8
9

人
（
平
成
23
年
２
月
末
）
だ
っ
た
浦
戸
地
区
（
４

島
５
地
区
）
の
人
口
は
、震
災
後
4
4
1
人
（
平

成
25
年
10
月
末
）
と
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

　

区
の
仲
間
、
隣
同
士
、
同
級
生
、
同
じ
生
業

…
な
ど
、
親
し
く
し
て
い
た
人
と
の
別
れ
は
、

お
互
い
に
辛
く
悲
し
い
も
の
で
し
た
。
そ
の
心

情
は
、
桂
島
の
内
海
和
江
さ
ん
が
島
を
離
れ
て

い
く
人
々
に
贈
る
言
葉
と
し
て
綴
っ
た
詩
「
わ

せ
ね
で
や
」
に
も
表
れ
て
い
ま
す
（
※
1
1
2

ペ
ー
ジ
参
照
）。

　
“
災
害
公
営
住
宅
の
完
成
が
遅
れ
れ
ば
遅
れ

る
ほ
ど
、
出
て
行
く
人
が
増
え
る
。
一
度
島
を

出
た
ら
、
二
度
と
戻
っ
て
来
な
い
”
と
５
地
区

の
区
長
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
そ
し
て
、“
わ
ず

か
で
は
あ
る
が
、
戻
る
可
能
性
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
災
害
公
営
住
宅
だ
”
と
期
待
を
込
め
ま
す
。

災
害
公
営
住
宅
へ
の
入
居
、
親
と
の
同
居
の
た

め
に
も
う
一
度
島
に
戻
っ
て
来
る
人
々
が
い
る

こ
と
を
信
じ
、ま
た
、住
民
の
生
活
再
建
を
願
っ

て
、
区
長
さ
ん
た
ち
は
完
成
す
る
日
を
待
っ
て

い
ま
す
。
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旧浦戸第一小学校

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
、

長
期
に
わ
た
っ
た
避
難
所
生
活

　

浦
戸
地
区
内
に
開
設
さ
れ
た
避
難
所
は
、
松

崎
神
社
下
の
民
宿
阿
部
（
震
災
後
一
週
間
）・
旧

浦
戸
第
二
小
学
校
（
桂
島
）、
浦
戸
第
二
小
学
校
・

浦
戸
中
学
校
（
野
々
島
）、
旧
浦
戸
第
一
小
学
校

（
寒
風
沢
島
）、
借
り
上
げ
た
民
家
（
朴
島
）
の

４
カ
所
。
そ
の
う
ち
津
波
の
被
害
が
小
さ
か
っ

た
朴
島
は
12
日
間
で
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
他
は
住
宅
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
害
が
大
き

く
、
各
島
に
プ
レ
ハ
ブ
応
急
仮
設
住
宅
が
整
備

さ
れ
、
入
居
開
始
と
な
る
ま
で
長
期
に
わ
た
っ

て
避
難
所
生
活
を
続
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
比
較
的
短
期
間
で
閉
鎖
と
な
っ
た
朴
島
の

区
長
の
尾
形
孝
雄
さ
ん
は
、
津
波
被
害
が
小
さ
か
っ

た
理
由
と
し
て
地
形
的
要
因
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
「
津
波
の
被
害
が
小
さ
か
っ
た
の
は
、
宮
戸

島
と
の
間
の
鰐
ケ
淵
水
道
が
狭
い
た
め
、
外

海
か
ら
波
が
入
っ
て
来
に
く
か
っ
た
か
ら
で

し
ょ
う
。
昭
和
35
年
の
チ
リ
地
震
津
波
の
時

も
大
き
な
被
害
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す

が
、
そ
の
後
に
作
ら
れ
た
防
潮
堤
の
一
部
が

今
度
の
地
震
で
倒
れ
、
そ
こ
か
ら
津
波
が
浸

水
し
た
ん
で
す
。
地
盤
が
沈
下
し
た
た
め
、

住
宅
地
内
に
ま
で
海
水
が
上
が
っ
て
く
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
…
」

　

現
在
、「
浦
戸
地
区
」
と
一
括
し
て
呼
ば
れ

る
こ
と
が
多
い
４
島
で
す
が
、
江
戸
時
代
に

は
、
桂
島
村
、
石
浜
村
、
野
々
島
村
（
朴
島
は

野
々
島
の
一
部
の
扱
い
）、
寒
風
沢
村
と
独
立

し
た
村
で
し
た
。
そ
う
し
た
歴
史
的
背
景
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
島
々
の
間
の
距
離
は
近
い
も
の

の
、
住
民
は
そ
れ
ぞ
れ
の
「
区
」」
と
い
う
共

同
体
で
の
ま
と
ま
り
を
意
識
し
て
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、海
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
、島
々

の
往
来
に
支
障
が
あ
る
こ
と
も
考
慮
さ
れ
、
収

容
者
数
が
減
少
し
て
も
避
難
所
の
統
合
は
行

わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

旧浦戸第二小学校

■プレハブ応急仮設住宅の入居開始日
名称 建設戸数 入居開始日

浦戸桂島地区 21 
平成 23 年
6 月 25 日

浦戸野々島地区 15 
平成 23 年
7 月  9 日

浦戸寒風沢地区 12 
平成 23 年
6 月 30 日

合計 48 －

全
住
民
に
よ
る
共
同
生
活
を
支
え
た

食
料
や
燃
料
備
蓄
の
習
慣

　

浦
戸
地
区
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
住
宅
（
世
帯
）

が
何
ら
か
の
津
波
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
被
害

を
受
け
な
か
っ
た
住
宅
も
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復

旧
に
時
間
を
要
し
た
た
め
、
そ
こ
で
生
活
す
る

こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
避
難
所
生
活
は
、
ほ
ぼ
全
住
民
に
よ
る
共

同
生
活
で
し
た
。

　

震
災
直
後
、
本
土
地
区
の
避
難
所
で
は
、
想

定
以
上
の
人
々
を
収
容
す
る
こ
と
と
な
り
、
食

料
や
物
資
が
不
足
し
ま
し
た
。
海
に
隔
て
ら
れ
、

電
話
も
通
じ
ず
、
行
政
や
民
間
の
支
援
も
遅
れ
、

さ
ら
に
は
ほ
ぼ
全
住
民
が
避
難
所
に
収
容
さ
れ

た
浦
戸
地
区
。
し
か
し
、
驚
く
こ
と
に
食
料
や

燃
料
の
不
足
は
生
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

本
土
地
区
と
の
往
来
が
天
候
に
左
右
さ
れ
る

浦
戸
地
区
で
は
、
家
庭
で
食
料
や
燃
料
を
常
時

備
蓄
し
て
お
く
習
慣
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
に
大
型
の
冷
凍
庫
や
食
料
ス
ト
ッ
カ
ー
が
あ

り
、
燃
料
は
2
0
0
リ
ッ
ト
ル
の
ド
ラ
ム
缶
で

購
入
し
、
備
蓄
し
て
い
た
の
で
す
。
ま
た
、
ガ

ス
は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
で
し
た
。
流
さ
れ
ず
に
あ
っ

た
そ
れ
ら
を
持
ち
寄
っ
た
り
、
所
有
者
か
ら
購

入
し
て
食
事
や
暖
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

漁
業
に
従
事
す
る
家
庭
に
は
発
電
機
や
ポ
ン
プ
、

大
型
の
樽
な
ど
の
資
機
材
も
あ
り
ま
し
た
。
雑

用
水
に
は
井
戸
水
や
学
校
の
プ
ー
ル
の
水
が
利

用
で
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、
飲
料
水
の
不
足
は

深
刻
で
、
15
日
に
は
島
民
の
有
志
が
無
数
の
が

れ
き
が
漂
う
湾
内
に
船
を
出
し
、
窮
状
を
市
に

訴
え
ま
し
た
。

■
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧

◎
電
気　

４
月
25
日
（
野
々
島
）

　
　
　
　

４
月
30
日
（
寒
風
沢
島
）

◎
水
道　

３
月
25
日
（
桂
島
の
一
部
）

　
　
　
　

３
月
28
日
（
桂
島
全
域
）

　
　
　
　

４
月
20
日
（
野
々
島
）

　
　
　
　

４
月
29
日
（
寒
風
沢
島
）

　
　
　
　

５
月
４
日
（
朴
島
）

明
日
へ
の
希
望
を
与
え
て
く
れ
た

自
衛
隊
の
救
援
・
支
援

　

避
難
所
生
活
を
振
り
返
る
時
、
全
地
区
の
区

長
さ
ん
が
口
を
揃
え
る
の
が
自
衛
隊
に
よ
る
救

援
・
支
援
へ
の
感
謝
で
す
。
枯
渇
し
つ
つ
あ
っ

た
飲
料
水
を
届
け
た
の
も
自
衛
隊
で
し
た
。
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
や
艦
船
に
よ
る
物
資
の
輸
送
、
が

れ
き
の
撤
去
、
入
浴
な
ど
、
幅
広
い
支
援
を
受

け
ま
し
た
。

　

中
で
も
多
く
の
島
民
に
と
っ
て
印
象
に
残
る

思
い
出
と
な
っ
た
の
は
、
手
足
を
洗
う
こ
と
し

か
で
き
ず
、
不
快
感
が
ス
ト
レ
ス
に
な
り
始
め

た
頃
に
受
け
た
、
沖
合
に
停
泊
し
た
大
型
艦
船

で
の
入
浴
支
援
で
し
た
。
大
型
艦
船
ま
で
の
移

動
に
使
用
さ
れ
た
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
へ
の
乗
船

と
、
久
し
ぶ
り
の
入
浴
の
快
適
さ
。
そ
れ
は
避

難
所
生
活
を
忘
れ
さ
せ
る
ひ
と
時
で
し
た
。
さ

ら
に
は
、
入
浴
し
て
い
る
間
、
隊
員
の
方
に
衣

類
を
洗
濯
し
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
い

ま
す
。
陸
・
海
・
空
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
衛
隊
か

ら
受
け
た
力
強
く
、
時
に
き
め
細
や
か
で
温
か

い
支
援
の
数
々
は
、
失
意
の
中
に
あ
っ
た
島
民

を
励
ま
し
、
明
日
へ
の
希
望
を
与
え
て
く
れ
た

の
で
し
た
。

避難所の様子（旧浦戸第二小学校）

災害公営住宅着工式（平成 26 年 6 月 28 日）

自衛隊の支援活動

協
力
し
合
い
、
知
恵
を
出
し
合
い
、

お
互
い
を
支
え
合
う
日
々

　

地
区
の
ほ
ぼ
全
住
民
を
収
容
し
た
避
難
所
。

そ
の
開
設
当
初
を
３
人
の
区
長
さ
ん
は
次
の
よ

う
に
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
初
め
て
の
こ
と
で
す
し
、
自
宅
を
失
っ
て

茫
然
と
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
そ
し
て
余

震
も
…
。
11
日
の
晩
は
、
そ
う
し
た
み
ん
な

の
不
安
を
ど
の
よ
う
に
し
て
取
り
除
く
か
を

考
え
て
い
ま
し
た
」（
桂
島
・
内
海
区
長
）

　
「
廃
校
か
ら
10
年
以
上
を
経
過
し
て
い
た
の

で
、
建
物
の
痛
み
が
ひ
ど
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

そ
の
た
め
、
炊
事
な
ど
は
屋
外
に
設
置
し
た

テ
ン
ト
内
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
」（
寒
風
沢
・
島
津
区
長
）

　
「
最
初
の
３
日
間
は
学
校
の
先
生
方
と
一

緒
。
先
生
方
も
家
族
や
自
宅
が
心
配
だ
っ
た

で
し
ょ
う
に
、
島
民
の
お
世
話
を
し
て
い
た

だ
い
た
。
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
」

（
野
々
島
・
鈴
木
区
長
）

　

最
長
で
７
月
上
旬
ま
で
続
い
た
避
難
所
生

活
は
、
住
民
同
士
が
協
力
し
合
い
、
知
恵
を
出

し
合
い
、
お
互
い
を
支
え
合
う
日
々
で
し
た
。

支
援
が
届
か
な
か
っ
た
震
災
直
後
は
、
男
性
を

中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
が
が
れ
き
の
撤
去
を

行
い
、
道
を
作
り
ま
し
た
。
女
性
た
ち
は
炊
事

を
担
当
。
２
０
０
人
を
超
え
る
住
民
の
避
難
所

と
な
っ
た
旧
浦
戸
第
二
小
学
校
で
は
、
準
備
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
量
の
多
さ
か
ら
、
一
日
一

食
（
昼
食
）
は
パ
ン
食
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た

そ
う
で
す
（
内
海
区
長
談
）。
島
津
区
長
も
「
炊

事
は
給
食
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
だ
っ
た
」
と
い
い

ま
す
。
寒
さ
が
厳
し
か
っ
た
夜
は
、
誰
か
の
ア

イ
デ
ィ
ア
に
よ
る
“
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
湯
た
ん

ぽ
”
や
ド
ラ
ム
缶
の
風
呂
が
喜
ば
れ
ま
し
た
。

ふ
さ
ぎ
込
ん
で
し
ま
い
が
ち
な
人
々
の
心
と

身
体
を
朝
か
ら
元
気
に
し
よ
う
と
、
全
員
に
よ

る
ラ
ジ
オ
体
操
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
臥
せ
っ

て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
高
齢
者
が
起
き
上

が
っ
て
参
加
す
る
と
い
う
効
果
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
（
鈴
木
区
長
談
）。
ま
た
、
桜
の
時
期

に
は
、
お
花
見
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
問
題
に
な
っ
た
の
は
大
人
数
が
利
用

し
た
ト
イ
レ
で
し
た
。
そ
の
処
理
方
法
は
課
題

と
な
り
ま
し
た
。

災
害
公
営
住
宅
の
完
成
で

も
う
一
度
島
に

　

震
災
で
住
宅
に
被
害
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
本
土
地
区
の
仮
設
住
宅
や
民
間
賃
貸
住

宅
へ
の
入
居
、
あ
る
い
は
親
族
と
の
同
居
に
よ
っ

て
、
島
か
ら
転
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
住
民
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
事
実
、
震
災
前
5
8
9

人
（
平
成
23
年
２
月
末
）
だ
っ
た
浦
戸
地
区
（
４

島
５
地
区
）
の
人
口
は
、震
災
後
4
4
1
人
（
平

成
25
年
10
月
末
）
と
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

　

区
の
仲
間
、
隣
同
士
、
同
級
生
、
同
じ
生
業

…
な
ど
、
親
し
く
し
て
い
た
人
と
の
別
れ
は
、

お
互
い
に
辛
く
悲
し
い
も
の
で
し
た
。
そ
の
心

情
は
、
桂
島
の
内
海
和
江
さ
ん
が
島
を
離
れ
て

い
く
人
々
に
贈
る
言
葉
と
し
て
綴
っ
た
詩
「
わ

せ
ね
で
や
」
に
も
表
れ
て
い
ま
す
（
※
1
1
2

ペ
ー
ジ
参
照
）。

　
“
災
害
公
営
住
宅
の
完
成
が
遅
れ
れ
ば
遅
れ

る
ほ
ど
、
出
て
行
く
人
が
増
え
る
。
一
度
島
を

出
た
ら
、
二
度
と
戻
っ
て
来
な
い
”
と
５
地
区

の
区
長
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
そ
し
て
、“
わ
ず

か
で
は
あ
る
が
、
戻
る
可
能
性
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
災
害
公
営
住
宅
だ
”
と
期
待
を
込
め
ま
す
。

災
害
公
営
住
宅
へ
の
入
居
、
親
と
の
同
居
の
た

め
に
も
う
一
度
島
に
戻
っ
て
来
る
人
々
が
い
る

こ
と
を
信
じ
、ま
た
、住
民
の
生
活
再
建
を
願
っ

て
、
区
長
さ
ん
た
ち
は
完
成
す
る
日
を
待
っ
て

い
ま
す
。
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“
船
”
の
重
要
性
。

新
た
な
輸
送
・
交
通
手
段
の
創
出

　
「“
市
営
汽
船
の
運
航
再
開
を
一
日
で
も
早

く
”。
そ
れ
を
訴
え
る
た
め
、
15
日
に
市
役
所
へ

行
っ
た
ん
で
す
」。
石
浜
区
長
の
髙
橋
栄
悦
さ
ん

は
、
浦
戸
地
区
と
本
土
地
区
を
結
ぶ
生
命
線
で

あ
る
“
船
”
の
重
要
性
を
語
り
ま
す
。

　
「
島
の
人
々
に
と
っ
て
、
通
学
や
通
勤
の
手

段
で
あ
る
市
営
汽
船
の
運
航
再
開
が
復
旧
・
復

興
の
始
ま
り
な
ん
で
す
。
被
害
を
受
け
た
上
、

学
校
に
も
職
場
に
も
行
け
な
い
の
で
は
、
島

を
出
る
こ
と
を
選
ぶ
し
か
な
い
。
市
に
は
運

航
再
開
を
最
優
先
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
３

月
26
日
、
関
係
機
関
の
方
々
の
頑
張
り
に
よ
っ

て
、
石
浜
ま
で
運
航
再
開
と
な
り
ま
し
た
。

あ
の
日
か
ら
人
と
物
の
動
き
が
現
れ
、
明
る

い
兆
し
が
見
え
て
き
た
ん
で
す
」

　

震
災
か
ら
約
１
年
後
、
市
営
汽
船
の
ダ
イ
ヤ

が
震
災
前
に
戻
っ
た
平
成
24
年
４
月
、
浦
戸
貨

物
フ
ェ
リ
ー
「
な
の
は
な
ま
る
」
が
就
航
し
ま

し
た
。
塩
釜
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
中
心
と

な
っ
た
「
宮
城
県
塩
釜
市
浦
戸
諸
島
貨
物
輸
送

の
た
め
の
19
屯
型
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
か
ら
N
P
O
浦
戸
フ
ェ
リ
ー

に
寄
贈
さ
れ
た
船
は
、
浦
戸
地
区
と
塩
竈
を
結

ぶ
初
め
て
の
フ
ェ
リ
ー
で
す
。
浦
戸
地
区
に
ふ

さ
わ
し
い
船
名
は
、
浦
戸
中
学
校
の
生
徒
の
命

名
。
４
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
な
ら
２
台
、
軽
乗
用
車

で
あ
れ
ば
８
台
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
新
た
な

海
上
輸
送
手
段
は
、
復
興
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
ま
す
。

　

浦
戸
地
区
と
本
土
地
区
を
結
ぶ
新
航
路
に

つ
い
て
は
、
島
の
住
民
自
身
も
行
動
を
起
こ
し

ま
し
た
。
浦
戸
５
地
区
の
区
長
さ
ん
ほ
か
を
メ

ン
バ
ー
と
す
る
「
浦
戸
自
主
航
路
運
営
協
議

会
」
で
は
、
平
成
26
年
９
月
か
ら
自
主
運
航
船

「
S
A
W
A
Y
A
K
A
（
さ
わ
や
か
）」（
４
・

８
ト
ン
、
13
人
乗
り
）
を
就
航
さ
せ
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
か
ら
の
寄
付
を
受
け
て

船
を
購
入
、
実
現
し
た
も
の
で
す
。
島
の
漁
業

者
が
交
代
で
操
縦
し
、
市
営
汽
船
の
最
終
便
後

の
夜
間
な
ど
に
運
航
。
帰
宅
が
遅
く
な
る
住
民

の
利
用
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
ま
す
。

漁
業
者
の
自
助
努
力
の
一
環
。

「
う
ら
と
海
の
子
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

浦
戸
地
区
の
漁
業
者
の
復
興
に
向
け
た
歩
み

の
一
つ
が
「
う
ら
と
海
の
子
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」。「
行
政
・
支
援
団
体
か
ら
の
義
援
金
や
寄

付
金
を
待
つ
ば
か
り
で
な
く
、
私
た
ち
漁
業
従

浦戸フェリー「なのはなまる」

浦戸支所へパソコンを寄贈

事
者
自
ら
の
頭
で
考
え
、
自
ら
の
手
で
操
業
再

開
の
糸
口
を
掴
み
、
自
ら
の
足
で
歩
ん
で
い
こ

う
と
す
る
自
助
努
力
の
一
環
」（
※
一
般
社
団
法

人 

う
ら
と
海
の
子
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
立
趣

意
書
よ
り
）
と
し
て
の
活
動
で
す
。
そ
の
ス
タ
ー

ト
は
、
震
災
か
ら
わ
ず
か
１
カ
月
後
の
こ
と
で

し
た
。

　

１
万
円
の
支
援
金
を
募
る
「
う
ら
と
海
の
子

一
口
オ
ー
ナ
ー
制
度
」
は
、
支
援
金
の
半
分

を
漁
業
資
材
・
設
備
の
購
入
や
修
繕
費
に
あ

て
、
残
り
の
半
分
を
生
産
者
・
漁
業
者
の
直
接

的
な
収
入
と
な
る
よ
う
地
元
の
ノ
リ
や
牡
カ
キ

な
ど
の
海
産
物
を
仕
入
れ
、
支
援
い
た
だ
い
た

方
々
へ
復
興
の
証
、
御
礼
と
し
て
届
け
る
も
の
。

募
集
締
切
の
平
成
23
年
６
月
30
日
ま
で
に
約

１
億
８
６
０
０
万
円
も
集
ま
り
、
漁
業
者
を
物

心
両
面
で
支
援
し
ま
し
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
平
成
26
年
、
浜
を

越
え
て
の
復
興
を
目
指
し
た
販
売
会
社
「
株
式

会
社
海
の
子
N
e
t
.
」
を
設
立
し
、、
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
を
オ
ー
プ
ン
。
さ
ら
に
は
、
漁

業
後
継
者
不
足
の
解
決
な
ど
を
目
的
と
し
た
「
海

の
子
サ
ポ
ー
タ
ー
」（
一
口
１
万
円
）
の
募
集
を

開
始
し
ま
し
た
。
漁
業
者
自
ら
立
ち
上
が
ろ
う

と
始
め
た
活
動
は
、
着
実
に
フ
ィ
ー
ル
ド
を
広

げ
て
い
ま
す
。

海
外
か
ら
の
温
か
い
支
援
も

漁
業
の
再
建
を
後
押
し

　

海
外
か
ら
も
震
災
直
後
か
ら
支
援
の
手
が
差

し
伸
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
ア
メ
リ
カ

に
本
部
の
あ
る
N
G
O
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ

レ
ッ
シ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
以
下
、

O
B
I
）
か
ら
の
支
援
で
し
た
。
O
B
I
は
、

災
害
救
助
や
医
療
扶
助
、
飢
餓
救
援
な
ど
で
苦
し

む
世
界
中
の
人
々
に
奉
仕
す
る
団
体
で
す
。
国

内
外
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
な
る
支
援
体
制
は
、
迅

速
か
つ
機
動
的
、
専
門
的
で
あ
り
、
何
よ
り
被

災
者
の
立
場
を
熟
知
し
た
も
の
で
し
た
。

　

支
援
は
３
月
15
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
避
難

所
へ
は
飲
料
水
や
食
料
、
ま
た
、
被
災
に
よ
っ
て

メ
ガ
ネ
を
紛
失
あ
る
い
は
破
損
し
た
方
々
を
対
象

と
し
た
無
料
で
の
メ
ガ
ネ
製
作
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
自
転
車
な
ど
、
物
心
両
面
か
ら
心
配
り
が
行
き

届
い
た
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
浦
戸
の
漁
協

や
漁
業
者
へ
は
パ
ソ
コ
ン
や
プ
リ
ン
タ
ー
、
発
電

機
、
刺
し
網
や
養
殖
用
資
材
ほ
か
の
漁
具
、
和
船

な
ど
多
大
な
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら

は
、
再
建
を
諦
め
か
け
て
い
た
浦
戸
の
漁
業
者
を

力
づ
け
、
将
来
に
希
望
を
抱
か
せ
る
も
の
で
し
た
。

そ
う
し
た
温
か
い
支
援
に
対
し
て
、
市
で
は
感
謝

状
を
贈
り
ま
し
た
。

「みんなの白菜プロジェクト」

青山学院大学ボランティア・ステーション活動報告会 in 塩竈青山学院大学ボランティア・ステーション学生さんたち

復
興
に
向
け
て
と
も
に
歩
む
。

学
生
た
ち
と
島
の
住
民
の
交
流

　

学
生
か
ら
の
支
援
は
出
会
い
の
場
、
交
流
の
場

で
あ
り
、
島
の
住
民
に
と
っ
て
う
れ
し
い
も
の

で
し
た
。
青
山
学
院
大
学
の
学
生
団
体
「
青
山

学
院
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と

の
交
流
も
そ
の
一
つ
で
す
。
同
団
体
の
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
被
災
地
支
援
の
一
環
と
し
て
平

成
24
年
８
月
に
訪
れ
、
浦
戸
地
区
で
は
環
境
支

援
（
除
草
作
業
・
海
岸
清
掃
）、経
済
復
興
支
援
（
養

殖
作
業
、
花
火
大
会
の
手
伝
い
）、
本
土
地
区
で

も
教
育
支
援
（
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
・
ウ
ィ
ン
タ
ー

ス
ク
ー
ル
）、
福
祉
支
援
（
介
護
老
人
保
健
施
設

な
ど
の
訪
問
）
ほ
か
の
活
動
を
行
い
、島
の
住
民
、

本
土
地
区
の
住
民
や
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を

重
ね
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
一
過
性
の
も
の
と
せ
ず
、

長
く
幅
広
く
交
流
を
続
け
て
い
く
た
め
、
平
成

26
年
２
月
、
市
と
青
山
学
院
大
学
と
の
間
で
、「
相

互
の
連
携
・
協
力
に
よ
り
塩
竈
市
の
復
興
に
向

け
た
地
域
課
題
の
解
決
及
び
地
域
の
活
性
化
並

び
に
青
山
学
院
大
学
の
人
材
育
成
及
び
研
究
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
た
「
連

携
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
も
８
月
９
日
か
ら
９
月
14
日
ま
で
の

期
間
に
約
１
０
０
人
の
学
生
が
訪
れ
、
活
動
し

ま
し
た
。
平
成
27
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
浦

戸
小
・
中
一
貫
校
」
で
は
、
特
色
あ
る
取
組
の

一
つ
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
話
サ
ー
ビ
ス

の
ス
カ
イ
プ
を
利
用
し
た
青
山
学
院
大
学
の
留

学
生
と
の
「
英
会
話
交
流
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
今
後
も
協
定
の
下
、
よ
り
幅
広
い
交

流
を
進
め
ま
す
。

　

明
成
高
校
調
理
科
（
仙
台
市
）
の
生
徒
や
卒

業
生
ら
を
中
心
と
す
る
地
域
活
動
グ
ル
ー
プ
「
リ

エ
ゾ
ン
キ
ッ
チ
ン
」
で
は
、「
み
ん
な
の
白
菜
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、
野
々
島
の
畑

で
の
「
白
菜
の
採
種
文
化
の
保
存
活
動
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

山
形
大
学
で
は
、「
山
形
大
学
震
災
復
興
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
」
の
学
生
た
ち
が
支
援
に
訪

れ
、「
山
形
大
学
浦
戸
諸
島
観
光
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
学
生
た
ち
が
「
浦
戸
諸
島
桂
島
観
光

復
興
支
援
ツ
ア
ー
」
を
企
画
、
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
７
月
、
４
年
ぶ
り
に
オ
ー
プ
ン
し

た
桂
島
海
水
浴
場
の
海
岸
清
掃
を
手
伝
っ
た
の

も
、
山
形
大
学
の
学
生
た
ち
で
し
た
。

　

東
北
大
学
大
学
院
生
命
科
学
研
究
科
生
態
適

応
グ
ロ
ー
バ
ル
C
O
E
を
中
心
と
し
た
「
東
北

グ
リ
ー
ン
復
興
」
で
は
、「
食
歩
学
守
i
n
浦

戸
諸
島
」
を
掲
げ
、
エ
コ
ウ
ォ
ー
ク
の
コ
ー
ス

を
住
民
と
と
も
に
協
議
、
さ
ら
に
は
、
島
の
味
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
商
品
の
開
発
を
検
討
す

る
な
ど
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
数
多
く
の
学
校
の
学
生
が
支
援
に
訪

れ
、
島
の
住
民
を
元
気
付
け
、
と
も
に
復
興
に

向
け
て
歩
ん
で
い
ま
す
。

水
産
業
、
定
住
、
観
光
の
課
題
。

浦
戸
の
明
日
は
、
塩
竈
の
明
日

　
「
塩
竈
市
震
災
復
興
計
画
」
で
は
、
浦
戸
地
区

の
復
興
の
方
向
性
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

近
接
の
高
台
移
転
等
に
よ
り
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
全
・
安
心
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
し
ま
す
。
特
に
移
転
に
あ
た
っ
て
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
単
位
で
移
転
を
図
り
、
医
療
・
福
祉

環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
避
難
路

の
整
備
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
強
化
す
る
な
ど
、

防
災
機
能
の
向
上
を
図
り
、
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
生
活
環
境
の
形
成
に
努
め
ま
す
。

　

浅
海
養
殖
漁
業
に
つ
い
て
は
、
漁
業
環
境
の

復
興
に
あ
わ
せ
た
既
存
防
潮
機
能
の
強
化
や
、

漁
業
施
設
及
び
共
同
利
用
施
設
な
ど
の
早
期

復
旧
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
施
設
を
早
期
に
復
旧
す
る
と
と

も
に
、
県
に
よ
る
農
地
海
岸
の
復
旧
と
あ
わ

せ
、
市
内
唯
一
の
水
田
の
復
元
を
図
り
、
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
島
の
営
み
自
体
が
観
光
資
源
と
な
る
よ
う

な
景
観
形
成
を
図
り
ま
す
。

■
具
体
的
な
取
組　
【
主
な
事
業
】

・
災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業

・
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

・
漁
業
集
落
防
災
機
能
強
化
事
業

・
漁
港
施
設
災
害
復
旧
事
業

・
水
産
業
共
同
利
用
施
設
復
興
整
備
事
業
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“
船
”
の
重
要
性
。

新
た
な
輸
送
・
交
通
手
段
の
創
出

　
「“
市
営
汽
船
の
運
航
再
開
を
一
日
で
も
早

く
”。
そ
れ
を
訴
え
る
た
め
、
15
日
に
市
役
所
へ

行
っ
た
ん
で
す
」。
石
浜
区
長
の
髙
橋
栄
悦
さ
ん

は
、
浦
戸
地
区
と
本
土
地
区
を
結
ぶ
生
命
線
で

あ
る
“
船
”
の
重
要
性
を
語
り
ま
す
。

　
「
島
の
人
々
に
と
っ
て
、
通
学
や
通
勤
の
手

段
で
あ
る
市
営
汽
船
の
運
航
再
開
が
復
旧
・
復

興
の
始
ま
り
な
ん
で
す
。
被
害
を
受
け
た
上
、

学
校
に
も
職
場
に
も
行
け
な
い
の
で
は
、
島

を
出
る
こ
と
を
選
ぶ
し
か
な
い
。
市
に
は
運

航
再
開
を
最
優
先
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
３

月
26
日
、
関
係
機
関
の
方
々
の
頑
張
り
に
よ
っ

て
、
石
浜
ま
で
運
航
再
開
と
な
り
ま
し
た
。

あ
の
日
か
ら
人
と
物
の
動
き
が
現
れ
、
明
る

い
兆
し
が
見
え
て
き
た
ん
で
す
」

　

震
災
か
ら
約
１
年
後
、
市
営
汽
船
の
ダ
イ
ヤ

が
震
災
前
に
戻
っ
た
平
成
24
年
４
月
、
浦
戸
貨

物
フ
ェ
リ
ー
「
な
の
は
な
ま
る
」
が
就
航
し
ま

し
た
。
塩
釜
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
中
心
と

な
っ
た
「
宮
城
県
塩
釜
市
浦
戸
諸
島
貨
物
輸
送

の
た
め
の
19
屯
型
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
か
ら
N
P
O
浦
戸
フ
ェ
リ
ー

に
寄
贈
さ
れ
た
船
は
、
浦
戸
地
区
と
塩
竈
を
結

ぶ
初
め
て
の
フ
ェ
リ
ー
で
す
。
浦
戸
地
区
に
ふ

さ
わ
し
い
船
名
は
、
浦
戸
中
学
校
の
生
徒
の
命

名
。
４
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
な
ら
２
台
、
軽
乗
用
車

で
あ
れ
ば
８
台
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
新
た
な

海
上
輸
送
手
段
は
、
復
興
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
ま
す
。

　

浦
戸
地
区
と
本
土
地
区
を
結
ぶ
新
航
路
に

つ
い
て
は
、
島
の
住
民
自
身
も
行
動
を
起
こ
し

ま
し
た
。
浦
戸
５
地
区
の
区
長
さ
ん
ほ
か
を
メ

ン
バ
ー
と
す
る
「
浦
戸
自
主
航
路
運
営
協
議

会
」
で
は
、
平
成
26
年
９
月
か
ら
自
主
運
航
船

「
S
A
W
A
Y
A
K
A
（
さ
わ
や
か
）」（
４
・

８
ト
ン
、
13
人
乗
り
）
を
就
航
さ
せ
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
か
ら
の
寄
付
を
受
け
て

船
を
購
入
、
実
現
し
た
も
の
で
す
。
島
の
漁
業

者
が
交
代
で
操
縦
し
、
市
営
汽
船
の
最
終
便
後

の
夜
間
な
ど
に
運
航
。
帰
宅
が
遅
く
な
る
住
民

の
利
用
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
ま
す
。

漁
業
者
の
自
助
努
力
の
一
環
。

「
う
ら
と
海
の
子
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

浦
戸
地
区
の
漁
業
者
の
復
興
に
向
け
た
歩
み

の
一
つ
が
「
う
ら
と
海
の
子
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」。「
行
政
・
支
援
団
体
か
ら
の
義
援
金
や
寄

付
金
を
待
つ
ば
か
り
で
な
く
、
私
た
ち
漁
業
従

浦戸フェリー「なのはなまる」

浦戸支所へパソコンを寄贈

事
者
自
ら
の
頭
で
考
え
、
自
ら
の
手
で
操
業
再

開
の
糸
口
を
掴
み
、
自
ら
の
足
で
歩
ん
で
い
こ

う
と
す
る
自
助
努
力
の
一
環
」（
※
一
般
社
団
法

人 

う
ら
と
海
の
子
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
立
趣

意
書
よ
り
）
と
し
て
の
活
動
で
す
。
そ
の
ス
タ
ー

ト
は
、
震
災
か
ら
わ
ず
か
１
カ
月
後
の
こ
と
で

し
た
。

　

１
万
円
の
支
援
金
を
募
る
「
う
ら
と
海
の
子

一
口
オ
ー
ナ
ー
制
度
」
は
、
支
援
金
の
半
分

を
漁
業
資
材
・
設
備
の
購
入
や
修
繕
費
に
あ

て
、
残
り
の
半
分
を
生
産
者
・
漁
業
者
の
直
接

的
な
収
入
と
な
る
よ
う
地
元
の
ノ
リ
や
牡
カ
キ

な
ど
の
海
産
物
を
仕
入
れ
、
支
援
い
た
だ
い
た

方
々
へ
復
興
の
証
、
御
礼
と
し
て
届
け
る
も
の
。

募
集
締
切
の
平
成
23
年
６
月
30
日
ま
で
に
約

１
億
８
６
０
０
万
円
も
集
ま
り
、
漁
業
者
を
物

心
両
面
で
支
援
し
ま
し
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
平
成
26
年
、
浜
を

越
え
て
の
復
興
を
目
指
し
た
販
売
会
社
「
株
式

会
社
海
の
子
N
e
t
.
」
を
設
立
し
、、
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
を
オ
ー
プ
ン
。
さ
ら
に
は
、
漁

業
後
継
者
不
足
の
解
決
な
ど
を
目
的
と
し
た
「
海

の
子
サ
ポ
ー
タ
ー
」（
一
口
１
万
円
）
の
募
集
を

開
始
し
ま
し
た
。
漁
業
者
自
ら
立
ち
上
が
ろ
う

と
始
め
た
活
動
は
、
着
実
に
フ
ィ
ー
ル
ド
を
広

げ
て
い
ま
す
。

海
外
か
ら
の
温
か
い
支
援
も

漁
業
の
再
建
を
後
押
し

　

海
外
か
ら
も
震
災
直
後
か
ら
支
援
の
手
が
差

し
伸
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
ア
メ
リ
カ

に
本
部
の
あ
る
N
G
O
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ

レ
ッ
シ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
以
下
、

O
B
I
）
か
ら
の
支
援
で
し
た
。
O
B
I
は
、

災
害
救
助
や
医
療
扶
助
、
飢
餓
救
援
な
ど
で
苦
し

む
世
界
中
の
人
々
に
奉
仕
す
る
団
体
で
す
。
国

内
外
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
な
る
支
援
体
制
は
、
迅

速
か
つ
機
動
的
、
専
門
的
で
あ
り
、
何
よ
り
被

災
者
の
立
場
を
熟
知
し
た
も
の
で
し
た
。

　

支
援
は
３
月
15
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
避
難

所
へ
は
飲
料
水
や
食
料
、
ま
た
、
被
災
に
よ
っ
て

メ
ガ
ネ
を
紛
失
あ
る
い
は
破
損
し
た
方
々
を
対
象

と
し
た
無
料
で
の
メ
ガ
ネ
製
作
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
自
転
車
な
ど
、
物
心
両
面
か
ら
心
配
り
が
行
き

届
い
た
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
浦
戸
の
漁
協

や
漁
業
者
へ
は
パ
ソ
コ
ン
や
プ
リ
ン
タ
ー
、
発
電

機
、
刺
し
網
や
養
殖
用
資
材
ほ
か
の
漁
具
、
和
船

な
ど
多
大
な
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら

は
、
再
建
を
諦
め
か
け
て
い
た
浦
戸
の
漁
業
者
を

力
づ
け
、
将
来
に
希
望
を
抱
か
せ
る
も
の
で
し
た
。

そ
う
し
た
温
か
い
支
援
に
対
し
て
、
市
で
は
感
謝

状
を
贈
り
ま
し
た
。

「みんなの白菜プロジェクト」

青山学院大学ボランティア・ステーション活動報告会 in 塩竈青山学院大学ボランティア・ステーション学生さんたち

復
興
に
向
け
て
と
も
に
歩
む
。

学
生
た
ち
と
島
の
住
民
の
交
流

　

学
生
か
ら
の
支
援
は
出
会
い
の
場
、
交
流
の
場

で
あ
り
、
島
の
住
民
に
と
っ
て
う
れ
し
い
も
の

で
し
た
。
青
山
学
院
大
学
の
学
生
団
体
「
青
山

学
院
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と

の
交
流
も
そ
の
一
つ
で
す
。
同
団
体
の
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
被
災
地
支
援
の
一
環
と
し
て
平

成
24
年
８
月
に
訪
れ
、
浦
戸
地
区
で
は
環
境
支

援
（
除
草
作
業
・
海
岸
清
掃
）、経
済
復
興
支
援
（
養

殖
作
業
、
花
火
大
会
の
手
伝
い
）、
本
土
地
区
で

も
教
育
支
援
（
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
・
ウ
ィ
ン
タ
ー

ス
ク
ー
ル
）、
福
祉
支
援
（
介
護
老
人
保
健
施
設

な
ど
の
訪
問
）
ほ
か
の
活
動
を
行
い
、島
の
住
民
、

本
土
地
区
の
住
民
や
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を

重
ね
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
一
過
性
の
も
の
と
せ
ず
、

長
く
幅
広
く
交
流
を
続
け
て
い
く
た
め
、
平
成

26
年
２
月
、
市
と
青
山
学
院
大
学
と
の
間
で
、「
相

互
の
連
携
・
協
力
に
よ
り
塩
竈
市
の
復
興
に
向

け
た
地
域
課
題
の
解
決
及
び
地
域
の
活
性
化
並

び
に
青
山
学
院
大
学
の
人
材
育
成
及
び
研
究
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
た
「
連

携
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
も
８
月
９
日
か
ら
９
月
14
日
ま
で
の

期
間
に
約
１
０
０
人
の
学
生
が
訪
れ
、
活
動
し

ま
し
た
。
平
成
27
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
浦

戸
小
・
中
一
貫
校
」
で
は
、
特
色
あ
る
取
組
の

一
つ
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
話
サ
ー
ビ
ス

の
ス
カ
イ
プ
を
利
用
し
た
青
山
学
院
大
学
の
留

学
生
と
の
「
英
会
話
交
流
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
今
後
も
協
定
の
下
、
よ
り
幅
広
い
交

流
を
進
め
ま
す
。

　

明
成
高
校
調
理
科
（
仙
台
市
）
の
生
徒
や
卒

業
生
ら
を
中
心
と
す
る
地
域
活
動
グ
ル
ー
プ
「
リ

エ
ゾ
ン
キ
ッ
チ
ン
」
で
は
、「
み
ん
な
の
白
菜
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、
野
々
島
の
畑

で
の
「
白
菜
の
採
種
文
化
の
保
存
活
動
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

山
形
大
学
で
は
、「
山
形
大
学
震
災
復
興
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
」
の
学
生
た
ち
が
支
援
に
訪

れ
、「
山
形
大
学
浦
戸
諸
島
観
光
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
学
生
た
ち
が
「
浦
戸
諸
島
桂
島
観
光

復
興
支
援
ツ
ア
ー
」
を
企
画
、
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
７
月
、
４
年
ぶ
り
に
オ
ー
プ
ン
し

た
桂
島
海
水
浴
場
の
海
岸
清
掃
を
手
伝
っ
た
の

も
、
山
形
大
学
の
学
生
た
ち
で
し
た
。

　

東
北
大
学
大
学
院
生
命
科
学
研
究
科
生
態
適

応
グ
ロ
ー
バ
ル
C
O
E
を
中
心
と
し
た
「
東
北

グ
リ
ー
ン
復
興
」
で
は
、「
食
歩
学
守
i
n
浦

戸
諸
島
」
を
掲
げ
、
エ
コ
ウ
ォ
ー
ク
の
コ
ー
ス

を
住
民
と
と
も
に
協
議
、
さ
ら
に
は
、
島
の
味
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
商
品
の
開
発
を
検
討
す

る
な
ど
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
数
多
く
の
学
校
の
学
生
が
支
援
に
訪

れ
、
島
の
住
民
を
元
気
付
け
、
と
も
に
復
興
に

向
け
て
歩
ん
で
い
ま
す
。

水
産
業
、
定
住
、
観
光
の
課
題
。

浦
戸
の
明
日
は
、
塩
竈
の
明
日

　
「
塩
竈
市
震
災
復
興
計
画
」
で
は
、
浦
戸
地
区

の
復
興
の
方
向
性
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

近
接
の
高
台
移
転
等
に
よ
り
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
全
・
安
心
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
し
ま
す
。
特
に
移
転
に
あ
た
っ
て
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
単
位
で
移
転
を
図
り
、
医
療
・
福
祉

環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
避
難
路

の
整
備
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
強
化
す
る
な
ど
、

防
災
機
能
の
向
上
を
図
り
、
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
生
活
環
境
の
形
成
に
努
め
ま
す
。

　

浅
海
養
殖
漁
業
に
つ
い
て
は
、
漁
業
環
境
の

復
興
に
あ
わ
せ
た
既
存
防
潮
機
能
の
強
化
や
、

漁
業
施
設
及
び
共
同
利
用
施
設
な
ど
の
早
期

復
旧
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
施
設
を
早
期
に
復
旧
す
る
と
と

も
に
、
県
に
よ
る
農
地
海
岸
の
復
旧
と
あ
わ

せ
、
市
内
唯
一
の
水
田
の
復
元
を
図
り
、
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
島
の
営
み
自
体
が
観
光
資
源
と
な
る
よ
う

な
景
観
形
成
を
図
り
ま
す
。

■
具
体
的
な
取
組　
【
主
な
事
業
】

・
災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業

・
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

・
漁
業
集
落
防
災
機
能
強
化
事
業

・
漁
港
施
設
災
害
復
旧
事
業

・
水
産
業
共
同
利
用
施
設
復
興
整
備
事
業
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浦
戸
地
区
の
産
業
の
柱
で
あ
る
水
産
業
で

は
、
水
産
業
共
同
利
用
施
設
復
旧
整
備
事
業
に

よ
り
、
平
成
24
年
10
月
、
カ
キ
共
同
処
理
施
設

（
寒
風
沢
島
）
お
よ
び
乾
海
苔
共
同
加
工
施
設

が
相
次
い
で
完
成
。
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
塩

釜
市
浦
戸
支
所
と
浦
戸
東
部
支
所
、
各
漁
業
者

の
努
力
に
よ
り
、
震
災
前
の
状
況
に
戻
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
現
状
、
多
く
の
住
民
は

将
来
に
希
望
を
持
て
ず
に
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
夏
、
市
で
は
浦
戸
地
区
の
宅
地
地

権
者
（
不
在
地
主
）
と
住
民
を
対
象
に
、
現
在

と
今
後
の
生
活
設
計
、
地
区
の
将
来
像
な
ど

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
見
る
と
、「
生
業
を
担
う
方
は
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
」
の
問
い
に
は
、
47
パ
ー

セ
ン
ト
が
「
担
い
手
は
い
な
い
」
と
回
答
。
ま

た
、「
生
業
の
10
年
後
」
に
つ
い
て
は
、
79
パ
ー

セ
ン
ト
が
「
今
よ
り
悪
い
」、
地
区
の
10
年
後

に
つ
い
て
も
63
パ
ー
セ
ン
ト
が
「
今
よ
り
悪

い
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
26
年
度
浦
戸
地
区
の
定
住
促

進
施
策
と
し
て
「
浦
戸
ス
テ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

事
業
」
に
着
手
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
漁
業
者

を
育
成
す
る
施
設
、
新
た
な
短
期
滞
在
者
を
収

容
す
る
施
設
と
、
そ
の
仕
組
み
の
整
備
で
す
。

ま
た
、
同
年
度
内
に
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
て
住
民
の
意
向
や
地
区
の
特
性
、
課
題
を

踏
ま
え
な
が
ら
「
集
落
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
ま
と
め
、

定
住
促
進
の
た
め
の
新
た
な
計
画
に
反
映
す
る

こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
新
た
な
研
修
、
観
光
、
交
流
策
を
検

討
す
る
試
み
の
一
つ
と
し
て
、
平
成
26
年
10
月

５
日
「
〜
浦
戸
諸
島
・
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

〜
う
ら
と
の
ウ
ラ
ガ
ワ
を
の
ぞ
こ
う
！
」
交

流
体
験
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
型
観
光
船
や
市
営
汽
船
か
ら
で

は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
島
々
の
景
観
（
ウ

ラ
ガ
ワ
）
を
、
漁
業
者
が
普
段
使
用
し
て
い

る
“
だ
ん
べ
っ
こ
”（
船
外
機
船
）
に
乗
っ
て

楽
し
む
ツ
ア
ー
で
す
。
今
回
は
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
と
し
て
、
浦
戸
諸
島
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
取
り
組
む
団
体
の
方
を
対
象
に
、
参

加
を
募
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
浦
戸
の
体
験

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
で
き
る
よ
う
、

整
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
文
科
省
東
北
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
り
、
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
が
平

成
24
年
度
か
ら
市
と
協
力
し
て
開
発
を
進
め

て
き
た
「
潮
流
発
電
装
置
」
が
、
平
成
26
年

11
月
に
寒
風
沢
島
の
旧
さ
ん
橋
跡
に
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
28
年
度
ま
で
発
電
し
た
電
力
は

地
元
漁
協
に
供
給
、
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

地
産
地
消
の
実
証
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。
実
際

に
電
力
を
利
用
す
る
潮
流
発
電
実
験
は
国
内
初

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
装
置
の
組
立
は
市
内
の

東
北
ド
ッ
ク
鉄
工
が
担
当
し
ま
し
た
。
新
し
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
在
り
方
を
探
る
試
み
で
あ
る
と

と
も
に
、
地
元
企
業
へ
の
技
術
移
転
な
ど
、
復

興
を
牽
引
す
る
新
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
も
秘
め

て
い
ま
す
。

「 

人
が
減
り
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
。
い
い

と
こ
ろ
な
の
に
、
ど
う
し
て
だ
ろ
う
」

「 

住
民
が
元
気
に
な
れ
る
こ
と
が
一
番
。
に
ぎ

や
か
さ
が
戻
っ
て
く
れ
れ
ば
…
」

「 

２
年
で
仮
設
か
ら
出
ら
れ
る
と
思
っ
た
ら
…
。

災
害
公
営
住
宅
が
待
ち
遠
し
い
」

「
も
っ
と
船
の
便
が
よ
く
な
れ
ば
…
」

「 （
事
業
が
）
遅
れ
れ
ば
遅
れ
る
ほ
ど
不
安
に

な
る
」

「
〜
浦
戸
諸
島
・
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
〜
う
ら
と
の
ウ
ラ

ガ
ワ
を
の
ぞ
こ
う
！
」
交
流
体
験
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

潮流発電装置

平成 26 年夏、４年ぶりにオープンした桂島海水浴場

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
進
む
中
、
５
地
区
の
区

長
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
く
不
安
。
住
民
を
、
そ

し
て
地
域
を
生
き
生
き
と
さ
せ
る
今
後
の
復
興

事
業
に
寄
せ
る
期
待
。
そ
し
て
何
よ
り
も
区
長

さ
ん
全
員
が
口
を
揃
え
る
の
は
地
区
へ
の
愛
着

で
し
た
。

「
浦
戸
は
い
い
と
こ
ろ
だ
」
と
。

　

浦
戸
地
区
は
“
み
な
と
ま
ち
塩
竈
の
原
点
”。

そ
の
課
題
は
塩
竈
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
明
日

は
塩
竈
の
明
日
で
も
あ
る
の
で
す
。

■浦戸地区復旧・復興事業の歩み

年 月日 漁業集落防災
機能強化事業

漁港施設機能
強化事業

防災集団移転
促進事業

小規模住宅地区
改良事業

災害公営住宅
整備事業 その他の事業

H24 3月2日

第１回復興交付金事
業計画において事業
採択（桂島・石浜・野々
島・寒風沢地区）

第1回復興交付金事
業計画において事業
採択（野々島・寒風沢
地区）

第1回復興交付金
事業計画において
事業採択（朴島地
区）

3月12日 事業承認 事業承認

5月1日
測 量 調 査 着 手（ 桂
島・石浜・野々島・寒
風沢地区）

5月25日

第２回復興交付金事
業計画において事業
採択（桂島・野々島・
寒風沢地区）

6月 27日
29日

住民説明会（桂島・
野々島・寒風沢地区）

8月31日
寒風沢漁港離岸堤・
馬越浮桟橋完成（災
害復旧）

10月9日

「東日本大震災の復
興事業による建設土
の利用に関する協定」
調印式（七ヶ浜町）

10月 16日
　　19日
　　22日

住民説明会（桂島・
石浜・野々島・寒風沢
地区）

11月2日 事業承認（大臣同意）
11月27日
　　29日

住民説明会（桂島・
石浜・野々島地区）

11月30日
第４回復興交付金事
業計画において事業採
択（桂島・寒風沢地区）

第４回復興交付金事
業計画において事業
採択（朴島地区）

12月2日 住民説明会（寒風沢
地区）

H25 1月18日
浦戸諸島に係る災害
公営住宅整備推進に
向けた覚書締結（UR）

2月4日 住民懇談会（桂島地
区）

2月5日 住民懇談会（野々島・
寒風沢地区）

3月26日 工事着手（寒風沢地区）

4月17日
　～22日

住民懇談会（桂島・
石浜・野々島・寒風沢
地区）

7月18日 住民説明会（野々島・
寒風沢・朴島地区）

7月19日 住民説明会（桂島・
寒風沢地区）

8月22日 工事着手（桂島・寒
風沢地区）

9月20日 工事着手（野々 島地区）

9月30日
建設をURに要請（桂
島・野々島・寒風沢・
朴島地区）

12月26日 浮桟橋完成（寒風沢地区）

H26 3月27日

漁業集落防災機能
強化事業工事着手

（桂島・野々島・寒風
沢地区）

3月28日 野々島漁港-中防波
堤完成（災害復旧）

6月10日 工事着手（朴島）

9月19日 野々島漁港-１ｍ物揚
場船揚場完成

H27 2月末 桂島地区（Ⅰ期）完成
（予定）

3月上
平成27年度中工事
完了予定（桂島・寒
風沢地区）

野々島地区完成（予
定）
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、
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況
に
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つ

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
現
状
、
多
く
の
住
民
は

将
来
に
希
望
を
持
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ず
に
い
ま
す
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、
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は
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の
宅
地
地
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者
（
不
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）
と
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を
対
象
に
、
現
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と
今
後
の
生
活
設
計
、
地
区
の
将
来
像
な
ど

に
つ
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の
ア
ン
ケ
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を
実
施
し
ま
し
た
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そ
の
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果
を
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と
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を
担
う
方
は
い
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い
ま
す
か
」
の
問
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に
は
、
47
パ
ー
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ト
が
「
担
い
手
は
い
な
い
」
と
回
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。
ま

た
、「
生
業
の
10
年
後
」
に
つ
い
て
は
、
79
パ
ー

セ
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ト
が
「
今
よ
り
悪
い
」、
地
区
の
10
年
後

に
つ
い
て
も
63
パ
ー
セ
ン
ト
が
「
今
よ
り
悪

い
」
と
回
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し
て
い
ま
す
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は
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成
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度
浦
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地
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の
定
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進
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と
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て
「
浦
戸
ス
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イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

事
業
」
に
着
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し
ま
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た
。
そ
れ
は
、
漁
業
者

を
育
成
す
る
施
設
、
新
た
な
短
期
滞
在
者
を
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容
す
る
施
設
と
、
そ
の
仕
組
み
の
整
備
で
す
。

ま
た
、
同
年
度
内
に
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
て
住
民
の
意
向
や
地
区
の
特
性
、
課
題
を

踏
ま
え
な
が
ら
「
集
落
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
ま
と
め
、

定
住
促
進
の
た
め
の
新
た
な
計
画
に
反
映
す
る

こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
新
た
な
研
修
、
観
光
、
交
流
策
を
検

討
す
る
試
み
の
一
つ
と
し
て
、
平
成
26
年
10
月

５
日
「
〜
浦
戸
諸
島
・
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

〜
う
ら
と
の
ウ
ラ
ガ
ワ
を
の
ぞ
こ
う
！
」
交

流
体
験
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
型
観
光
船
や
市
営
汽
船
か
ら
で

は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
島
々
の
景
観
（
ウ

ラ
ガ
ワ
）
を
、
漁
業
者
が
普
段
使
用
し
て
い

る
“
だ
ん
べ
っ
こ
”（
船
外
機
船
）
に
乗
っ
て

楽
し
む
ツ
ア
ー
で
す
。
今
回
は
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
と
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て
、
浦
戸
諸
島
で
ボ
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ン
テ
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ア

活
動
に
取
り
組
む
団
体
の
方
を
対
象
に
、
参

加
を
募
り
ま
し
た
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今
後
は
、
浦
戸
の
体
験

観
光
プ
ロ
グ
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ム
と
し
て
実
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で
き
る
よ
う
、

整
備
を
進
め
ま
す
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ま
た
、
文
科
省
東
北
復
興
プ
ロ
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ェ
ク
ト

に
よ
り
、
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
が
平

成
24
年
度
か
ら
市
と
協
力
し
て
開
発
を
進
め

て
き
た
「
潮
流
発
電
装
置
」
が
、
平
成
26
年

11
月
に
寒
風
沢
島
の
旧
さ
ん
橋
跡
に
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
28
年
度
ま
で
発
電
し
た
電
力
は

地
元
漁
協
に
供
給
、
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

地
産
地
消
の
実
証
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。
実
際

に
電
力
を
利
用
す
る
潮
流
発
電
実
験
は
国
内
初

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
装
置
の
組
立
は
市
内
の

東
北
ド
ッ
ク
鉄
工
が
担
当
し
ま
し
た
。
新
し
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
在
り
方
を
探
る
試
み
で
あ
る
と

と
も
に
、
地
元
企
業
へ
の
技
術
移
転
な
ど
、
復

興
を
牽
引
す
る
新
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
も
秘
め

て
い
ま
す
。
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人
が
減
り
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
。
い
い

と
こ
ろ
な
の
に
、
ど
う
し
て
だ
ろ
う
」

「 

住
民
が
元
気
に
な
れ
る
こ
と
が
一
番
。
に
ぎ

や
か
さ
が
戻
っ
て
く
れ
れ
ば
…
」

「 

２
年
で
仮
設
か
ら
出
ら
れ
る
と
思
っ
た
ら
…
。

災
害
公
営
住
宅
が
待
ち
遠
し
い
」

「
も
っ
と
船
の
便
が
よ
く
な
れ
ば
…
」

「 （
事
業
が
）
遅
れ
れ
ば
遅
れ
る
ほ
ど
不
安
に

な
る
」

「
〜
浦
戸
諸
島
・
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
〜
う
ら
と
の
ウ
ラ

ガ
ワ
を
の
ぞ
こ
う
！
」
交
流
体
験
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

潮流発電装置

平成 26 年夏、４年ぶりにオープンした桂島海水浴場

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
進
む
中
、
５
地
区
の
区

長
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
く
不
安
。
住
民
を
、
そ

し
て
地
域
を
生
き
生
き
と
さ
せ
る
今
後
の
復
興

事
業
に
寄
せ
る
期
待
。
そ
し
て
何
よ
り
も
区
長

さ
ん
全
員
が
口
を
揃
え
る
の
は
地
区
へ
の
愛
着

で
し
た
。

「
浦
戸
は
い
い
と
こ
ろ
だ
」
と
。

　

浦
戸
地
区
は
“
み
な
と
ま
ち
塩
竈
の
原
点
”。

そ
の
課
題
は
塩
竈
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
明
日

は
塩
竈
の
明
日
で
も
あ
る
の
で
す
。

■浦戸地区復旧・復興事業の歩み

年 月日 漁業集落防災
機能強化事業

漁港施設機能
強化事業

防災集団移転
促進事業

小規模住宅地区
改良事業

災害公営住宅
整備事業 その他の事業

H24 3月2日

第１回復興交付金事
業計画において事業
採択（桂島・石浜・野々
島・寒風沢地区）

第1回復興交付金事
業計画において事業
採択（野々島・寒風沢
地区）

第1回復興交付金
事業計画において
事業採択（朴島地
区）

3月12日 事業承認 事業承認

5月1日
測 量 調 査 着 手（ 桂
島・石浜・野々島・寒
風沢地区）

5月25日

第２回復興交付金事
業計画において事業
採択（桂島・野々島・
寒風沢地区）

6月 27日
29日

住民説明会（桂島・
野々島・寒風沢地区）

8月31日
寒風沢漁港離岸堤・
馬越浮桟橋完成（災
害復旧）

10月9日

「東日本大震災の復
興事業による建設土
の利用に関する協定」
調印式（七ヶ浜町）

10月 16日
　　19日
　　22日

住民説明会（桂島・
石浜・野々島・寒風沢
地区）

11月2日 事業承認（大臣同意）
11月27日
　　29日

住民説明会（桂島・
石浜・野々島地区）

11月30日
第４回復興交付金事
業計画において事業採
択（桂島・寒風沢地区）

第４回復興交付金事
業計画において事業
採択（朴島地区）

12月2日 住民説明会（寒風沢
地区）

H25 1月18日
浦戸諸島に係る災害
公営住宅整備推進に
向けた覚書締結（UR）

2月4日 住民懇談会（桂島地
区）

2月5日 住民懇談会（野々島・
寒風沢地区）

3月26日 工事着手（寒風沢地区）

4月17日
　～22日

住民懇談会（桂島・
石浜・野々島・寒風沢
地区）

7月18日 住民説明会（野々島・
寒風沢・朴島地区）

7月19日 住民説明会（桂島・
寒風沢地区）

8月22日 工事着手（桂島・寒
風沢地区）

9月20日 工事着手（野々 島地区）

9月30日
建設をURに要請（桂
島・野々島・寒風沢・
朴島地区）

12月26日 浮桟橋完成（寒風沢地区）

H26 3月27日

漁業集落防災機能
強化事業工事着手

（桂島・野々島・寒風
沢地区）

3月28日 野々島漁港-中防波
堤完成（災害復旧）

6月10日 工事着手（朴島）

9月19日 野々島漁港-１ｍ物揚
場船揚場完成

H27 2月末 桂島地区（Ⅰ期）完成
（予定）

3月上
平成27年度中工事
完了予定（桂島・寒
風沢地区）

野々島地区完成（予
定）
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浦戸地区の復旧・復興事業

■防災集団移転促進事業の概要
移転促進区域 住宅団地

面積（ha） 住宅戸数（戸） 面積（ha） 移転戸数（戸）
桂　島 2.5 35 0.5 13 
寒風沢 2.1 35 0.8 12 
合　計 4.6 70 1.3 25 

▶防災集団移転促進事業

▶漁業集落防災機能強化事業
　  （桂島・石浜・野々島・寒風沢地区）

▶小規模住宅地区改良事業
　  （朴島地区）

　災害公営住宅へのアクセス道となる集落道や、津波発生時

に住民や観光客が速やかに高台へ避難するための避難路を整

備します。

　住民の方々との意見交換や県事業との調整を行いながら、

平成 25 年度までに調査を終え、26 年度から集落道や避難路

の工事に着手しています。

▶漁港施設機能強化事業
　  （野々島・寒風沢地区）

▶漁港施設災害復旧事業
　  （野々島・寒風沢地区）

　浦戸地区の基幹産業である浅海漁業の復興を目指し、拠点

となる漁港施設（防波堤、物揚場、船揚場、浮桟橋）の復旧

工事と、漁港のかさ上げ工事を行っています。

　地盤沈下が著しい浦戸地区では、満潮時に漁港施設が冠水

する状況が続いており、一日も早い完成を目指して工事を進

めています。

▶災害公営住宅整備事業
桂島・野々島・寒風沢・朴島の 4 カ所に合計 45 戸整備します。

　震災で甚大な被害を受け、人口減少が著しい浦戸地区の集落再生と、これか

らの島づくりの担い手確保を目指し、寒風沢と桂島の旧浦戸第一、第二小学校

を改修して「浦戸ステイ・ステーション（仮称）」を整備します。

　校舎の 1 階には住民交流のための多目的室や炊き出し拠点（厨房）、浴室など

を、2 階には就漁希望者などの宿泊施設 6 室を設け、J ターンなどによる新たな

就漁希望者が宿泊できる施設や、地域住民の交流施設、災害時の防災避難施設

として活用します。

　現在整備を進めており、平成 27 年度中のオープンを目指しています。

▶浦戸地区集落再生促進施設整備事業（桂島・寒風沢地区）

整備が急がれる集落道（寒風沢）

工事が進む漁港施設（野々島）

浮桟橋の完成式（寒風沢）

「浦戸ステイ・ステーション（仮称）」に生まれ変わる
旧浦戸第二小学校（桂島）

　桂島・寒風沢島の一部では、浸水被害が大きかったこと

から、高台に造成する団地に災害公営住宅の整備とあわせ

集団移転を行います。

　防災集団移転促進事業では、移転促進区域内の住宅 70 

戸（桂島 35 戸、寒風沢 35 戸）のうち、25 戸（桂島 13 

戸、寒風沢 12 戸）が新たに造成する高台の住宅団地や災

害公営住宅に移転します。

●計画敷地（㎡）
5,436

●戸数
５棟 14 戸
木造１～２階建て長屋 12 戸
木造平屋建て戸建２戸

●計画敷地（㎡）
1,930

●戸数
２棟 15 戸
木造２階建て共同８戸
木造２階建て共同 7 戸

●計画敷地（㎡）
7,762

●戸数
７棟 11 戸
木造平屋建て長屋５戸
木造平屋建て戸建６戸

●計画敷地（㎡）
1,796

●戸数
戸数／ 3 棟 5 戸
木造平屋建て長屋 4 戸
木造平屋建て戸建 1 戸

桂島
地区

野々島
地区

寒風沢
地区

朴島
地区

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

事業採択 完成予定（1期）事業要請 建築工事着手

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

事業採択 完成予定事業要請 建築工事
着手

〈スケジュール（漁業集落防災機能強化事業）〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
※一部繰越

事業採択 工事着手

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

事業認可 事業採択 工事着手 工事完了予定

完成予定（2期）

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

事業採択 事業要請 建築工事
着手

完成予定

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

事業採択 事業要請 建築工事
着手

完成予定
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浦戸地区の復旧・復興事業

■防災集団移転促進事業の概要
移転促進区域 住宅団地

面積（ha） 住宅戸数（戸） 面積（ha） 移転戸数（戸）
桂　島 2.5 35 0.5 13 
寒風沢 2.1 35 0.8 12 
合　計 4.6 70 1.3 25 

▶防災集団移転促進事業

▶漁業集落防災機能強化事業
　  （桂島・石浜・野々島・寒風沢地区）

▶小規模住宅地区改良事業
　  （朴島地区）

　災害公営住宅へのアクセス道となる集落道や、津波発生時

に住民や観光客が速やかに高台へ避難するための避難路を整

備します。

　住民の方々との意見交換や県事業との調整を行いながら、

平成 25 年度までに調査を終え、26 年度から集落道や避難路

の工事に着手しています。

▶漁港施設機能強化事業
　  （野々島・寒風沢地区）

▶漁港施設災害復旧事業
　  （野々島・寒風沢地区）

　浦戸地区の基幹産業である浅海漁業の復興を目指し、拠点

となる漁港施設（防波堤、物揚場、船揚場、浮桟橋）の復旧

工事と、漁港のかさ上げ工事を行っています。

　地盤沈下が著しい浦戸地区では、満潮時に漁港施設が冠水

する状況が続いており、一日も早い完成を目指して工事を進

めています。

▶災害公営住宅整備事業
桂島・野々島・寒風沢・朴島の 4 カ所に合計 45 戸整備します。

　震災で甚大な被害を受け、人口減少が著しい浦戸地区の集落再生と、これか

らの島づくりの担い手確保を目指し、寒風沢と桂島の旧浦戸第一、第二小学校

を改修して「浦戸ステイ・ステーション（仮称）」を整備します。

　校舎の 1 階には住民交流のための多目的室や炊き出し拠点（厨房）、浴室など

を、2 階には就漁希望者などの宿泊施設 6 室を設け、J ターンなどによる新たな

就漁希望者が宿泊できる施設や、地域住民の交流施設、災害時の防災避難施設

として活用します。

　現在整備を進めており、平成 27 年度中のオープンを目指しています。

▶浦戸地区集落再生促進施設整備事業（桂島・寒風沢地区）

整備が急がれる集落道（寒風沢）

工事が進む漁港施設（野々島）

浮桟橋の完成式（寒風沢）

「浦戸ステイ・ステーション（仮称）」に生まれ変わる
旧浦戸第二小学校（桂島）

　桂島・寒風沢島の一部では、浸水被害が大きかったこと

から、高台に造成する団地に災害公営住宅の整備とあわせ

集団移転を行います。

　防災集団移転促進事業では、移転促進区域内の住宅 70 

戸（桂島 35 戸、寒風沢 35 戸）のうち、25 戸（桂島 13 

戸、寒風沢 12 戸）が新たに造成する高台の住宅団地や災

害公営住宅に移転します。

●計画敷地（㎡）
5,436

●戸数
５棟 14 戸
木造１～２階建て長屋 12 戸
木造平屋建て戸建２戸

●計画敷地（㎡）
1,930

●戸数
２棟 15 戸
木造２階建て共同８戸
木造２階建て共同 7 戸

●計画敷地（㎡）
7,762

●戸数
７棟 11 戸
木造平屋建て長屋５戸
木造平屋建て戸建６戸

●計画敷地（㎡）
1,796

●戸数
戸数／ 3 棟 5 戸
木造平屋建て長屋 4 戸
木造平屋建て戸建 1 戸

桂島
地区

野々島
地区

寒風沢
地区

朴島
地区

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

事業採択 完成予定（1期）事業要請 建築工事着手

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

事業採択 完成予定事業要請 建築工事
着手

〈スケジュール（漁業集落防災機能強化事業）〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
※一部繰越

事業採択 工事着手

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

事業認可 事業採択 工事着手 工事完了予定

完成予定（2期）

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

事業採択 事業要請 建築工事
着手

完成予定

〈スケジュール〉

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

事業採択 事業要請 建築工事
着手

完成予定
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●防災集団移転促進事業

●災害公営住宅整備等事業

●浦戸地区集落再生促進施設整備事業
・漁業体験等のための短期滞在施設
（ステイ・ステーション）の整備

●災害公営住宅整備事業
●小規模住宅改良事業

●桂島漁港災害復旧
＜県事業＞

●漁業集落防災機能強化事業
・集落道整備
・避難路整備
・緑地・広場整備

●漁業集落防災機能強化事業
・集落道整備
・避難路整備
・一次避難場所（集会所）整備

●漁業集落防災機能強化事業
・集落道整備
・避難路整備
・浸水防御施設整備

●漁港施設機能強化事業
●防災集団移転促進事業
●災害公営住宅整備等事業
●ステイ・ステーションの整備
●浦戸地区集落
　再生促進施設整備事業

・漁業体験等のための短期滞在施設
（ステイ・ステーション）の整備

●寒風沢漁港災害復旧
・物揚場復旧
・浮さん橋復旧
・護岸整備
・道路復旧
・防潮堤整備

▶浦戸地区の復旧・復興事業　概要

浦戸地区の復旧・復興事業

●漁業集落防災機能強化事業
・集落道整備
・避難路整備
・浸水防御施設整備

●漁港施設機能強化事業
●災害公営住宅整備等事業
●野々島漁港災害復旧

・物揚場復旧
・浮さん橋復旧
・道路復旧
・防潮堤整備

●同報系防災行政無線設備設置
・デジタル化更新、監視カメラ設置

●浦戸消防団第一分団器具置場
・復旧

●休憩所整備
・うらとラウンジ「菜の花」

野 島々

《浦戸・桂島地区》 《浦戸・寒風沢地区》

《浦戸・野々島地区》

（イメージパース）

《浦戸・朴島地区》
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●防災集団移転促進事業

●災害公営住宅整備等事業

●浦戸地区集落再生促進施設整備事業
・漁業体験等のための短期滞在施設
（ステイ・ステーション）の整備

●災害公営住宅整備事業
●小規模住宅改良事業

●桂島漁港災害復旧
＜県事業＞

●漁業集落防災機能強化事業
・集落道整備
・避難路整備
・緑地・広場整備

●漁業集落防災機能強化事業
・集落道整備
・避難路整備
・一次避難場所（集会所）整備

●漁業集落防災機能強化事業
・集落道整備
・避難路整備
・浸水防御施設整備

●漁港施設機能強化事業
●防災集団移転促進事業
●災害公営住宅整備等事業
●ステイ・ステーションの整備
●浦戸地区集落
　再生促進施設整備事業

・漁業体験等のための短期滞在施設
（ステイ・ステーション）の整備

●寒風沢漁港災害復旧
・物揚場復旧
・浮さん橋復旧
・護岸整備
・道路復旧
・防潮堤整備

▶浦戸地区の復旧・復興事業　概要

浦戸地区の復旧・復興事業

●漁業集落防災機能強化事業
・集落道整備
・避難路整備
・浸水防御施設整備

●漁港施設機能強化事業
●災害公営住宅整備等事業
●野々島漁港災害復旧

・物揚場復旧
・浮さん橋復旧
・道路復旧
・防潮堤整備

●同報系防災行政無線設備設置
・デジタル化更新、監視カメラ設置

●浦戸消防団第一分団器具置場
・復旧

●休憩所整備
・うらとラウンジ「菜の花」

野 島々

《浦戸・桂島地区》 《浦戸・寒風沢地区》

《浦戸・野々島地区》

（イメージパース）

《浦戸・朴島地区》
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